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マルチメディア時代の言葉の役割
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春 寒 鰺

マル チ メデ ィア時代 の

言 葉 の役 割

㈱日本電子化辞書研究所

所長 横 井 俊 夫

と りあえず は 「マル チメデ ィア」を掛け声 に しよ

う。 とに もか くにもマル チメデ ィア時代の到来であ

る。 マルチメデ ィアでは,画 像 ・映像 情報であ る。

今までは文字情報 に頼 ってきたが,こ れか ら事態 は

大 きく改善 され る。そ して,い ままでの コンピュー

タの限界 は文字情報,記 号情報に片寄 って きた こと

に よる。 マルチメデ ィアに よって この限界を乗 り越

え よう。掛 け声 の中で,言 葉 ・言語 メデ ィアは良い

役 回 りではない。

言語,音 声 ・音響,図 形,画{象,映 像,動 作 ・行

動,そ れ ぞれ のメデ ィアにはそれぞれ の役割がある。

他 の ものでは置 き換 えるこ とのできな い独 自の機能

を持 つ。それぞれ の役割 を踏 まえ,そ れぞれを生か

した上での"マ ル チ"メ デ ィアでな くてはな らない。

掛け声 は ともか くも もう少 し落 ちついた見極めが必

要であ る。

目の前 に木製 の机が ある。 この机の色を伝 え るの

に,言 葉 で 「茶色」 とい うのは きわめて省略 した表

現であ る。木 目の複雑な色合いを正確 に伝 え るには

言葉 では難 し く画像 を於 い て他 に無 い。 あ る もの

を,た とえ架空 の もので も,直 接あ るが ままに伝 え

るのが画像 メデ ィアの役割で ある。

一方 ,あ るものの特徴 的な ところだけを とらえ,

記号化 してみせ るのが言語 メデ ィアの役割であ る。

この役割に よって画像 メデ ィアには無 い表現能力を

持つ ことにな る。犬 とは,猫 とは,花 とは,共 通 の

特徴 を とらえ,種 一般を表 現す る ことがで きる。愛

とは,自 由とは,平 等 とは,抽 象的な観念を表現す

ることがで き る。 何 々で ない とか,存 在 しな い と

か,し てはな らない とか,否 定 を表現す ることがで

きる。何 々とい うこ とは正 しい とか,こ れ これ に

は,こ うい う間違いがあ るとか,表 現 自身に対す る

表現 を行 うことがで きる。等 々で あ る。 「絵 に も描

けない美 しさ」 とい うことを言葉 で表現で きて も絵

で表現す るわけにはいかない。 しか し,「 言 葉に 言

い表せ ない驚 き」 とい うことは言葉に よって表現で

きる,表 現 されてい るとい うことである。

ただ し,以 上は事柄 を客観的 に正確に表現 しよ う

とい う時 の話であ る。芸術 的な感覚 の世界では事情

は異 な って くる。一瞬の情景 を描 いた一枚の絵に普

遍性 のある感動や理念 を表現 させ ることがで きる。

デポル メされた抽象画に一遍 の物語を語 らせ ること

がで きる。そ して,歌 一首,詩 の一節,小 説の一行

にいきい きと した情景 を描 き出せ ることがで きる。

メデ ィアか ら常識 的な枠組みを超越 した機能 を引 き

出す のが芸術 とい う総合 メデ ィアの役割であ る。

市場 でのマルチ メデ ィアの離陸 はエンターテ イメ

ン トか ら教育の分野で始 ま る。需要を喚起す るため

の ソフ ト作 り競争 の中 で,画 像 メデ ィア,映 像 メ

デ ィアに重 きが置かれ ることになる。一方,技 術開

発 の先端 では,情 報処理 の根幹 にマル チメデ ィアを

据 える努力が 始 ま ってい る。そ こでは,情 報 の 内

容,情 報 の意味に立ち入 った処理が必要になる。 メ

デ ィアの意味処理には,そ のための メデ ィア ともい

える言語 メデ ィア ・言葉 を媒介 とす るのが確実な手

立 てとな る。
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昭和47年 の第1回 以来,本 年で23回 目を迎えた情

報化月間は本年度は自治省を加え9省 庁(総 務庁,

経済企画庁,科 学技術庁,大 蔵省,文 部省,通 商産

業省,運 輸省,郵 政省,自 治省)に よる政府行事と

して実施されていますが,メ インテーマを 「新たな

る情報化フロンティア」とし,本 年度は 「行政と情

報化」を年度テーマとして,全 国各地で関係諸団体

等により様々な行事が開催 されました。

その冒頭を飾る行事 として,情 報化月間記念式典

が10月3日 に東京全日空ホテル ・鳳の間において,

情報化月間推進会議(議 長:影 山 衛司働日本情報

処理開発協会会長)の 主催により挙行されました。

記念式典には,真 島通商産業政務次官を始め,関

係省庁の政務次官が列席され,情 報化の促進に多大

の貢献をされた個人,企 業 ・団体,国 民生活の向上

および行政の情報化等に大いに寄与 している優れた

情報システム,全 国高校生プログラミング『ソテス

トに入選 した優秀作品に対 して,そ れぞれ表彰が行

われました。

(本 号で,優 秀情報処理システム特別 ・行政の部

において表彰 された内の4シ ステムを 「その1」 と

して紹介し,残 りの6シ ステムは,「その2」 として

次号において紹介します。)

当 日は全国高校 生 プログラ ミング コンテス ト入選

作 品のデモ ンス トレーシ ョン会場 が併設 され,会 場

は入賞 した作 品を熱心に見学す る人で盛況 で した。

また,式 典 と併 せて開催 された勧情報 サー ビス産業

協会主催の 「行政 と情報化」展には80数 社 にのぼる

出展会社が あ り,そ れぞれ が特徴 ある行政 システム

の展示 ・デモを行い,多 くの参加者を集めてい まし

た。

なお,記 念式典後記念パ ーテ ィを開催 し,来 賓の

国会議員 として原 田憲先生 と松 田岩夫先生か らそれ

ぞれ ご丁重な ご挨拶 を頂 きま した。

原 田先生か らは要 旨 「21世紀を 目前 に して,い ま

世界中で情報革命の大 きな波が起 きてい る。 ア メ リ

カではNII構 想の下 で,情 報基盤の整備,新 規 利用

分野の開発,放 送 ・通信 産業 規制 の見直 しな ど,

様 々な構想が打 ち出 され,実 験が行われてい る。

わが国 も,世 界の情報革 命の重要 な一翼を担 う気

概 を もって,こ れか らの時代を切 り拓 いてい くこと

が,い ま一番必要な ことであ り,官 民一致 の情報化

努力が必要であ る。情報産業 も,わ が国の リーデ ィ

ングインダス トリー として,役 割を十分果たす よ う

期待す る。」 との ご挨拶 があ りま した。
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本年度の月間行事は,全 国で126件 の展示 会,講

演会,セ ミナー等の多彩な行 事が展 開 され ま した。

この うち,34件 は本年 度のテーマ 「行政 と情報化」

の協賛行事 として開催 され ま した。

当協会で も,通 商産業省 と共催で東京全 日空ホテ

ルにおいて10月24日 に情報化月間特別行事 「国際マ

ルチ メデ ィアフ ォー ラムー21世 紀最大の ビジネス ・

マルチ メデ ィアを展望す る」を開催 しましたが ,多

数 の参加者が あ り,マ ルチ メデ ィアに対す る最近 の

関心 の高 さ と期待が表れた フォー ラムで した。
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1.平 成6年 度情報化促進貢献個人

通 商 産 業大 臣表 彰

氏 名 年齢 所 属
業 績

伊東 昭 65

東芝情報システム㈱
相談役 購綴C罐 麟麟霊 殿 潔㌶瓢霊魂灘 ぱに転換

尾上 浩一 58

㈱ 富士通ピー'エ ス ・シ一

代i表取締役社長
,莞豊 雛 雛 菊蒜磯㌶ 潔繋講㌶顕 翻 ぽ 素噺の推進'小型

加藤 晃義 62

日本電気 コンピュータシステム㈱

取締 役相談役

躰 智 計職 ㈱(」ECC)の 設立及び会社経営 に嚇 し・国産・ ンピ・一 夕メーカ育成 ・ユーザの拡大等 を

通 じて コンピ ュー タ産業の発展 に寄与 した功績は大である。

金井 孝順 59

住友電工ハイテヅクス㈱
顧問 、莞魏 鋤㌫ 鷲蹴 鑑 ㌶ ㌶篭蒜 認 齢 霊 鑑 …進'マ

窪田 芳夫 62

東京電力㈱
理事・情報システム部長 お驚 翫 菖よ翻 ㌶ 瓢 竺㌶ 灘 ㍊;㌫ 襟 羅 ζ‡ごEDIの分野に

`

杉崎 眞 65

日本電気情報サービス㈱
取締役相談役

(社)情 鮒 一ビス産業協会の設立に寄与し、協会の基盤 備に多大な鰍 をするととも}こ・我が国の電職 シ
ステムの安全対策の確立等情報サービス産業の発展に寄与した。

伏見 章 76

(社)神 奈川県情報サービス産業
協会会長

㈹ 神奈川県情報サービス産業協会の設立に賊 するとともに・県下の舗 サービスの鹸 ・地域情靴 の進
展、教育研修事業の充実に努めるなど、情報産業の発展に寄与した。

三上 辰喜 72

(社)日 本能率協会

会長

(社)躰 オフ 、スオー トメー シ。ン協 会の設立 に寄与す る とともに・産業界の ・A化 を推進 し清 靴 の普及

並びに啓蒙活 動等 を通 じ情報化の促進に貢 献 した功績は大である。

総 務 庁 長 官 …表 彰

小澤 大二 60

国際協力事業団

理事

外務省の電甜 算麟 入及び活用の基礎づくりに賭 するとともに・国醐 力事業団において・国醐 力に関す
る分野での行政情報システムの発展に貢献した。

運 輸 大 臣i表 彰

鈴木 耀夫 54

㈱ツ アーネ ット

専務取締 役 進瓢1鑑 耀 灘 瓢 霧雲潔繋霊瓢 蹴 當 ㍑ 入を促
郵 政 大 臣 …表 彰

村岡 洋一 52

早稲田大学理工学部
教授

平成元年より、電気通信技術審議会電気通信鮮 化委員会第5専 門委員会主査・電気通信技術織 会標靴 政策
部会計画小委員会委員長等を歴任し、我が国の内外における標準化計画の策定を通し情報化の発展に貢献した。

堀部 政男 58

一橋大学法学部

教授 罐麟 縫 芒灘 織5瓢 ㌶鶴罐 ㌶ 嬬 稚㌶ 瓢

加藤 利雄 63

㈱関電工
専務取締役 ・情報通信本部長 貢驚鑑 農㌧瓢 籠響 羅瓢雲離 認 識嬬 蹴 聯 繋準化に



2.平 成6年 度情報化促進貢献企業等

通商産業大臣表彰

l

O
ー

企業等の名称 代表者名 業 績

日本電子計算㈱
取締役社長
村野 兼雄

(社)情 報サー ビス産業協会の各種事業 に参画 し、業界の基盤づ くりに寄与 し、ワー クステー シ ョンビジネスを業

界 にお ける新 しい事業 として定着 させる等 、新 しい事業を積極的 に推進 し地域の情報 化に貢献 した 。

㈱横浜電算
代表取締役社長
山田 恒雄

(社)情 報サー ビス産業協会の設立 に寄与する とともに 、地元 の自治体 、各種団体 、企業 への情報サービスの提供
・地域 団体事業への積極的な参加 、交流 を通 じ、業界の地位 の向上等地域の情報化に貢献 した 。

教育出版㈱

取締役社長
谷口 隆

学校 教育の情報化の推進 のため 、多 くの教育 ソフ トの開発 、コンピュー タ教育の普 及啓 発に努め るなど 、学校教

育におけるコ ンピュー タの有効活用 に多大 な業績 を挙げた。

(財)加 古川総合保健 セ ンター

理事長
川西 正廣

ニュづディア・コミュニィティ構想に基づ き住民、医療機 関、行政が一体 となった情報化を進め 、病 ・検診連携 によるオンラインや

多機能ICか ドを採用 した総 合医療情報システムを構築 し病気の早期発見 ・治療 に貢献 し地域医 療の情報化 に寄与 した。

富士通㈱PROPOSE推 進グル
ープ

営業推進本部
松岡 貫

情報 ・通信 システムに関する個 々の商 品のサ ービス内容の可視化 ・標準化 ・均質化 に重 点を置いた基盤技術を開

発 した ことによ り、ユーザーが事前 に内容 を評価す ることが可能とな り等 、情報化の推進 に多大 な貢献 を した。

メルコムサー ビス㈱

MELCOM名 古屋セ ンター

グループ代i麦者

長谷川 孝
`

ユーザ個 々のシステムの公共的 、社会 的重要性 を認識 し、ユーザ とのコ ミュニケー ションに重点 を置 くことによ

り10年 間無事故を継続する等 、予防保守 ・安 全対策活動 ・障害保守等 を通 じて地域の情報化 に貢献 した 。

東京ガス㈱ 代表取締役社長
安西 邦夫

「営業情報ネ ットワーク」を構築 し、我が国の クライアン ト・サーバー システム開発の先駆的な役割 を果たす等

、数 々の先進的な情報システム化を行い情報化の推進 に多大な貢献を した。

運輸大臣表彰

`

●

企業等の名称 代表著名 業 績,

(財)シ ップ ・アン ド・オー シャン

造船業CIM開 発研究委員会

委員長
謝敷 宗登

造船の受注か ら引き渡 しに至 る全 ての活 動(営業 、開発 、設計、資材発注 、製造、検査 などの各部門)を 高度 に自

動化 、情報化 し、コンピュータによ り統合 的に管理す るシステムの研究開発 を行い、造船業の効率化 に大 きく貢献 した。
一

(社)東 京バ ス協会

(社)神 奈川県バ ス協会

会長 小佐野政邦
会長 青山 茂

東京都 と神奈川県のバス乗車券 の共通 カー ド化 を推進 し共通区域 を広範囲 に拡大す るこ とに尽力 し、利用者利便

の向上 を図 るとともに、共通化の範囲の拡大の可能性 を広める ことによ りバス事業の情 報化 に寄与 した 。

■,

関西国際空港株式会社 代表取締役社長
服部 経治

空 港内各種施設 を効率的 に管理する施設管理 シス泓 など空港内の各種システムを開発 し、これ らシステムをLANに よ り有

機的に結び 付けることにより業務の効率化を図るとともに、空港管理 分野の情報化に貢献 した。



郵政大臣表彰

企業等の名称 代表者名 業 績

大阪市 市長
西尾 正也

全国の自治体 に先駆けて、大阪市営地下鉄西鯛 駅構 内にお いて ・擬 闘 ・ボケ・トベルの地下 臓 システムの導

入 を行い 、地域社会 における情報通信の利便性の向上を通 じ・情報化の推進 に多大な貢献 を した。

佐賀県
.

知事
井本 勇

平成4年 度か ら 「マ"メディア時 代に対応 した地域情報メディア」をテーマとして ・住民参加による全国映像 番組コンクールや映

像講 演会を実施する等映像メデ ィアに関す る普及 ・啓発活動 に尽力 し情報化の推進 に多大 な貢献を した 。

マイ ・テレビ㈱ 代表取締役社長
川口 功

ケープルテレゼ 事業者 として始めて道路交通案内システムを導 入 した他 、職業案内 、交通機 関案内等地域 に密着 した中核的

情報通信基盤 としてのケープ桁レピ の活用 に尽力 し、情報化 の推進 に多大 な貢献を した。
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3.平 成6年 度優秀情報処理 システム

(一般)情 報化月間推進会議議長表彰

システム の名称 表彰対象者名 表 彰 理 由

RS-232Cラ インモニ タ ㈱ ビ ッツ コンピュータネ ッ トワーク化が進展す る中で 、通信回線上の トラブルを現場で簡単 に使 えるモニタとしての必要

な機能 を絞 り込 み 、安価 でコンパ ク トで、大画面の液晶表示を可能 とし、高 い評価を得ている。

地下水変動解析プログラム ㈱CRC総 合研究
所

地下水を定性 的かつ定量的 に解析 、将来予測を行える システムで 、水理定数の 自動探査 、三 次元的帯水層分布、掘 削
、排水 、注 水 、降雨 、蒸発散等扱 える豊富な機能を有 し、土木 ・建設工事等の地下水問題 の解決 に貢献 した。

CLIKS(自 動車ボデ ィ金型加

工用デー タ作成 システ ム)
㈱ アルゴテ クノス

21

信頼性の高い3次 元加工デー タ出力、100%NC化 実現 、形状加工 の無人化 、凹凸反 転を生産技術 として確立

等 、その システム先進性 は国際的にも高い評価を得ている 。

パソコンによ る 「コンピュー タ制

御」の教育 システ ム

ユ ニ コム オー トメ

ー シ ョン㈱
DE育 成用のCAIツ ール として、ソフ ト・ハー ド両面 にわたるカ リキュラムを有 し

、座学 と実習 を効率的に行えるな ど
、学校教育の充実に資 し、情報処理技術者の育成 に寄与 している。

EBIS(国 際エ ネルギー貿易営

業情報 システ ム)

伊藤忠商事㈱ ユーザー主導型の システムで 、国際競争の激化への対応 及び国際貿易業務の効率化 を図 るための国際情報ネ ット
ワー クの確立等 を容易 にすると ともに、ダウンサイジング とオーフ。ンシステムの具体的事例 として広 く産業界 に寄与 している

。

道路交通管制 システム シ ミュレー

タ

成暖大学工学部
教授 中西 俊男

系統制御 、交通感応制御など各種信号制御方式に適用で きるとともに、ユーザ インタフ ェー スを強化 し、シ ミュレ
ーシ ョン結果の相互比較 ・検討が容易にでき

、道路 交通 ネ ッ トワー クの システムと して高い評価を得ている。

スーパー フロ ントマ ン 自動車整

備業 ・板金塗装業 システム

翼システム㈱ CD-ROMに よる最新のデー タメ ンテナンス、症状診断 によ る新料金システム 、部品選択漏れをなくす削除方

式の導入等 、OA化 の遅れている自動車整備 ・板金業 の事務作業の合理化 、近代化 に寄与 した 。

芸術文化情報システム 愛知芸術文化 セ ン

ター

美術作品映像 と作品に関す る文字情報を一画面 に映 し出すマルチメディアシステムで 、芸術文化を来館者 にわかりやす く提
供す るとともに、業務の効率化に貢献 した 。

大阪大挙医学部付属病院情報シス
テム

大阪大挙医学部附
属病院

ホス ト=サ ーバ=端 末(MMML)の 分散処理方式 を採用 し、病院業 務を リアル タイムで処 理することを可能と

するとともに、診察業務のマルチメデ ィア対応及びペーパー レスによる業務の効率化を図 った。

OCR利 用のD/R入 力支援 システ

ム

日本郵船㈱ 船会社 にとって最重要 業務であるB/L(船 荷証券)作 成 に必要な元テ◆一夕であ るドックレシート(D/R)の読みと りを 自動化 し

たたシステムであ り、これによりB/L作 成時間、誤入力率の減少等が図 られ 、海運業界の近代化 に寄与 した。

電気CADシ ステム 九州旅客鉄道㈱ 鉄道運行の基 盤 となる電気設備の増設、撤去な どを効率的に保守、管理す るための支援システムで あ り、障害等が発生

した時 も最新の電気設備状況が即時に入手で きるな ど保守 ・復旧作業 の効率化が図 られ鉄道 業の情報化 に寄与 した

ウエザープラスワ ンメーシ ョンシ

ステム ー
㈱ ハ レックス 不特定多数の個 人や企業 に簡易なメディア(FAX、電話)で 、全国細 部に渡 っての気象情報及び生活関連情報を提供す

るシス泓であ り、指定 によ りFAXへの定時配信/予 約配信 も可能 とするなど、利用者利便の向上 に寄与 した。

メデ ィア ミックス情報セ ンター シ

ステム
金 取 ニューメデ ィア・

サービ ス㈱

デー タの共有化 を図 った ことによ り、パ ソコン通信 、CATV、 キャフ。テン間で同 じサービスを受け ることを可能に した

システムであ り、マルチ メデ ィア化に対応 した システムと して 、情報化の推進に貢献 した 。

ジャスコ衛 星ネ ッ トワー ク ジ ャス コ㈱ 全国の事業所 と本部 を衛星回線 で接続する ことで 、商品情報等の映像 、POS等 のテ㌔タ、店舗内の音楽、内線電話等
を統合的に利用で きるネッ トワー ク、新たな情報 通信利用 の先駆者 として 、情報化の推進に貢献 した。

FLEXシ ステム ヤマハ発動機㈱ 本 システムは、物流戦略をサポー トするSISシ ステムであ り、従来の システムよ り物流の一層のスピー ド化、サ
ー ビス時間や機能の拡大 を実現 した

。
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(特別 ・行政)

システムの名称 i表彰対象者名 表彰理由

地域勅 情 報システム
(CHIPCO)

富士通エ フ ・アイ

ビー㈱

地域環境の特性を科学的 に分析 、評 価す るシステムで 、誰で も使用可能なマ ンマ シンイ ンターフ ェース を考慮 し

たUNIXに よる柔軟性 を持 ってお り、自治体における環境対策 に大 きな貢献 を した 。

農業行政システム ㈱電算 税務部門 、農業委 員会 、県農政課 、共済連のデー タの一元化 を図 り、農業政策の質 的向上 に寄与 した。

中小企業勤労者福祉共済システム

ー

オプテ ィマム シス

テムズ㈱

パソ コンLA順 成によるシステムで 、福祉共劇 震の全業務の効靴 を図 り・刺 ・企業勤労者へ の労働福祉向

上 に貢献 した。

西宮市ワープロ ・パソコ ン通信 シ

ステム

西宮市 ニ ューメデ ィア ・コ ミュニテ ィ構想のパ ソコン通信 システムの先進事例で 、地域データベースの開発 、情報提供

等地域文化 の向上に寄与 した。

印鑑登録証明書自動交付システム 羽曳野市役所 住民がIDカ ー ドを使用 して住民票 ・印魁 明を 自動交付機 によ り発行するシステムで ・480DPIの 印影 を

印刷可能 とする等 、全国初のシステム として住民サービスの 向上 に寄与 した 。

緊急通報システム 大月町在宅介護支
援センター 機鑑 し識 馨㌫ ㌫ 議 応欝 懲 誌 緯 鑑 鑑8ぽ リティ等の

1

気仙沼市潮位 ・津波観 測 システム 気仙沼市役所 全醐 の地方 自治体 自主醗 の システムで 、津波観雌 器 を自動化 しリアルタイムに情報収集 を行い ・住 民に的

確な情報伝達等 、津波観測体制 を確立 した 。

茨城県舗装管理システム 茨城県土木部道路
維持課

全国初の道路舗難 理システムで、バソ・ンによる癖 箇所の職 敵 の把握及び過去の鮪 工法の検索カミでき
る斬新で利便性が高く、道路補修に大きな成果を挙げている。

電子伝票・電子決裁方式財務会計
システム

栃木県小山市 ID炉 ドとパスワ_ド によ り、財務会言+システムの予算執行管理減 を電子伝票 ・電子決裁方式 システムに改

め 、ペ ーパー レス化と事務の合理化 、省スペース化 に大きな成果 を挙げた 。

電波監視システム
(DEURAS)

日本電気㈱ 不法無線局摘発のための電波監視システムで あ り、デ ジタル記録の採 用によりテ㌧タ処理 が一 酪 易にな ・た こと等に

より不法無線 局の摘発が容易 になる等 、本システムによ り大 きな成果を挙げた。



4.平 成6年 度全国高校生 プ ログ ラ ミング ・コンテス ト入選作品

作 成 者
作 品 名

学 校 ・ 学 科 ・ 学 年. 氏 名

最優秀賞 岐阜県立 海津北高等学校

情報処理科3年 淺 野 博 之
生徒 カ ー ド利 用 シス テ ム 〃 伊 藤 篤 史

〃 種 田 智 哲
〃 岡 田 友 和
〃 中 木 屋 勝 士
〃 野 村 豊 一
〃 山 口 達 也
〃 伊 藤 昌 美
〃 桑 原 誠 代
〃2年 安 達 準 三
〃 加 藤 勝
〃 二 之 湯 正 樹
〃 藤 瀬 直 哉
〃 松 岡 亨
〃1年 伊 藤 愛 子
〃 水 谷 友 香

優秀賞 福島県立 福島工業高等学校
情報電子科3年 菅 野 輝 幸

基 礎実 験 トレー ナ 〃 加 藤 雅 貴
〃 佐 藤 孝 嗣

機械科3年 甚 野 誠 一 郎

優秀賞 埼玉県立 新座総合技術高等学校

情報技術科3年 佐 藤 和 成
車椅子設計支援 システム 〃 水 口 淳

〃 猪 瀬 幸 次
〃 古 澤 密 洋
〃 村 上 優 希
〃 鈴 木 隆 文
〃 猪 瀬 康 匡
〃2年 三 田 智

優秀賞 千葉県立 一宮商業高等学校
情報処理科3年 松 本 圭 司

TOM(Three 一

dimensionaI

Object一

Modeler)一

優秀賞 岡山県立 水島工 業高等学校

情報技術科3年 中 原 幹 典
LANLearn 〃 金 光 修 身

Study 〃2年 吉 田 秀 治
工業化学科3年 小 野 敏 宏

優秀賞 福岡県 私立大牟田高等学校

普通科2年 菅 原 規 仁
人 文字 作成 プ ロ グラ ム

努力賞 北海道 釧路商業高等学校

情報処理科2年 桜 井 祐 市
マ ル チ フ ァイル エ デ ィ ター 商業科2年 辻 川 明 徳

、

努力賞 京都市立 西京商業高等学校

情報処理科3年 川 端 真 知 子
お い でや す 京都 祇 園 祭 ・遷 都 〃 川 原 崎 文 子
1200年 記 念 〃 園 千 恵 子

コ ン コ ン テ キ チ ン ・コ ン テ 〃
尾 崎 美 和 子

キチ ン 〃 市 原 隆 広
〃 金 光 警 浩
〃 日 数 剛 士
"2年 小 林 智 子

努力賞 高知県立 大方商業高等学校

情報科3年 坂 本 誠
情報処理3級 検定問題 ソフ ト 商業科3年 松 井 峰 入

〃 宮 岡 幸 一・
・

一9一



情報化 月間表彰 システ ム(特 別 ・行政)紹 介 「その1」

茨城県舗装管理 システム
茨城県土木部道路維持課

課長 大 高 廣 司

係長 浅 川 要

1.は じめに

茨城県の道路管理延長は約4000㎞ あり,産 業 ・経

済の基盤となっていることはい うまでもなく,県 民

の快適な社会生活を支える重要な交通網となってい

る。道路の整備が進むとともに,高 度成長時代に大

量に建設された舗装の更新需要の増加や,自 動車の

大型車化にともな う路面の破損など,舗 装の維持修

繕に対する重要性はますます高まっている。

そこで茨城県では,舗 装に関連するさまざまな情

報をデータベース化 し,限 られた予算を効果的に使

用するため,効 率的で しかも高度な舗装の維持管理

を 目指 した舗装管理システムを開発した。舗装管理

システムは,舗 装に関連する膨大な情報を大型 コン

ピュータを用いて一括して管理する舗装データバン

クシステムと各土木事務所で運用するパソコンシス

テムで構成されている。(図 一1)

2.茨 城県舗装管理システム開発の経緯

主な開発の経緯は次の通 りである。

・昭和54年 度 一 建設省地方道課に より,「地方道

における段階的維持修繕工法に関する試験舗装」

について,茨 城県内に於いて試験施工の依頼を受

ける。試験舗装は昭和55年3月 に行い,以 後,毎

年追跡調査を行 う。

・昭和56・57年 度 一 指定区間外国道,主 要地方

道,一 般県道の路面性状調査を目視法により実施

し,そ の結果に基づき舗装補修5ヶ 年計画を作成

する。

・昭和59・60年 度 一 計画的維持管理を行 うため,

①マニュアル(舗 装の維持修繕要領)の 作成,

②舗装台帳の整理,

③路面性状調査の定期的実施について検討する。

・昭和61年 度 一 「舗装の維持修繕要領(案)」 を

作成する。指定区間外国道の第1回 路面性状調査

(自動測定車による計測)を 行 う。以後,3年 サ

イクルで国道全線の調査を現在も継続中である。

・昭和62年 度 一 全県道の路面性状調査 を 目視法

にて行い,舗 装補修5ヶ 年計画を作成する。試験

舗装中間結果と路面性状調査を有効利用 した舗装

補修計画を検討する。

・昭和63・ 平成元年度 一 舗装管理 システムの構

築計画を立て,シ ステム概要案を作成する。

・平成2年 度一 「段階的維持修繕工法に関する試

験舗装」の10年 間の総括報告書を作成し,効 果的

な地方道の補修のあり方を見いだす。(第19回 日

本道路会議および第12回 世界道路会議で論文発表

を行 う)

舗装データバンクシステムの基本設計に入る。

・平成3年 度 一 パソコンシステムの基本設計に

入る。

・平成4年 度一 全県道の路面性状調査を 目視法

にて行い,舗 装補修5ヶ 年計画を作成する。

・平成5年 度 一 舗装データバ ンクシステムが一

部稼働に入る。

・平成6年 度 一 舗装データバ ンクシステムお よ

びパ ソコンシステムが本稼働に入る。
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図一1.茨 城県舗装管理システム
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3.茨 城県舗装管理 システムについて

舗装管理 システ ムの構築 は以下 に示す工程 で実施

して きた。

① システ ム分析⇒ ②基本設計⇒ ③詳細設計⇒

④ プ ログラ ミング⇒ ⑤ プ ログラム総合 スル ーテ

ス ト⇒ ⑥ システム実施評価 テス トラン⇒ ⑦ プ

ログラム改良⇒ ⑧本稼働

(1)舗 装デ ータバ ンクシステ ムについて

舗装デ ータバ ンクシステムは,舗 装 を維持管理す

る うえで必 要 となる膨大 な情報 をキ ロポス トを もと

にデータベース化 している。具体的には ,路 面性状

デ ータ(ひ びわれ,わ だ ち掘れ,平 坦性)道 路台帳

デ ータ(幅 員,歩 道 の有無,用 途区分な ど) ,交 通量

デ ータ(交 通セ ンサス),舗 装 ・補修 データ(舗 装構

成 や補修方法)な どを取 り込 んでいる。現時点(平

成5年 度)の デ ー タ総 数 は約20万 件 に も達 してお

り,今 後 も順次蓄積 してい く。 これ らのデ ータを も

とに,計 画的 ・予防的な維持修繕を実現す るための

基礎資料 を作成 す る。 その種類は用途に合わせ て県

全体,土 木事務所,路 線 といった集計単位 で15種 類

の様 式を用意 している。 この 内の代表例(図 一2 ,

3)を 紹介す る。

畿塁体 一事務所別一 (平成05年度)

図一2相 対度数分布総括表

県全体お よび土木事務所 ごとに,路 面性状の ランク別の相対度 数(調 査延長 に対す る割合)を

アス ファル ト舗装,コ ンク リー ト舗 装に分けて グラフ化 した もの。 ここにはMC工 を例 に示 し

たが,ひ びわれ率,わ だ ち掘れ量,平 坦性 とい った項 目につ いて も集計出力する。
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総

合
評
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学

舗
装
履
歴

0
0
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0HHHH

r
『

備 考 桂村 常北町
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'117"'`彗'・"

・・一 ・ ・ 篭"切"_

「平 坦 性 」 と 「わ だ ち 掘 れ 量 」 の レベ ル図 は省 略 して あ りま す 。

ひ
び
わ
れ

認
Io・

7

隣郷.加'層:避";
'南 口 [「

1 .

構 造 物

1●1■`言

笹踊 描 眉胡

●

図一3供 用レベル図

上段 にはrMCI」,下 段には路面性状 の3要 素 といわれる 「ひびわれ率」 「わだ ち掘れ量」

「平坦性」を,路 線 ごとに レベル図 として 出力 した もの。 また,過 去5年 間の補修履歴 や構造

物等 の位置 も同時に表 示 され るので,路 面性状の変遷 が明確 にわか る。

(2)パ ソ コ ン シ ス テ ム に つ い て

パ ソ コ ン シ ス テ ム と は
,舗 装 デ ー タ バ ン ク で パ ソ

コン用 に コンパ ク ト化 したデータを用いて ,各 土木

事務所 で運用す る。'、
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とか く数値情報 は,た だの数字の羅列 として扱わ

れ る ことが多 いが,本 システ ムは,パ ソコンな らで

は の簡単 な操作性,ビ ジ ュアルな表現 を活 か し,グ

ラフ ィカルな表 示を駆 使 した イメージ情報 か らマ ク

ロ的な状 況把握 を可能 と して いる。 さ らに,m単 位

の位 置情報 か ら目的 とす るデ ータを検 索す るとい っ

た ミクロ的な把握 まで,誰 にで も簡把握を可能に し

た。 この内の代 表 例 と して3画 面(図 一4,5,

6)を 紹介す る。

図一4〔 路面性状データ画面〕

路面性状デ ータはいわゆ る数値情報 であ る。 これ

を見やす くす るために ランクごとに色点け表示 した

のが この画 面である。路線 の起点 か ら終 点 までの直

線 イ メー ジで促 え,画 面 の最上段 は破損の程度を立

体 的に表現 した レベル図,そ の下は平面的に促 えた

車線 イ メージ図であ る。車線イ メージは1車 線表示

か ら全 車線表示 までの切 り替 えが 可能 である。

図一5〔 舗装構成画面〕

「車線 イ メー ジ図」 を用 いて,目 的 とす る場 所 に

カー ソルを移動 し,「断面構成 キー」に よ り,そ の場

所 の道路 の舗装 断面構成(材 料,層 の厚 さ)を 右か

ら施工 前,施 工 内容,施 工後 と表示す る。

また,「 断面構成」 は 「舗 装履歴 」 と連 動 して お

り,過 去に同位 置での舗装履歴が ある場合 には,過

去すべての舗 装履歴を見 るこ とがで きる。

》
ぎ ざ'膝 ',

ヨ

《

{

図一6〔 集計結果画面〕

道路全体や一般 国道,主 要地方道,一 般 県道の道

路種別 ご と,あ るいは指定 した路線 ごとに路面性状

デー タ(ひ びわれ率,わ だち掘 れ平 均 ・最大,平 坦

性,MCI)の 平均,最 小,最 大,標 準偏差を表示

す る もので,統 計的な処理を支援す る。

4.お わ りに

本 システ ムは長い期間を経 て完成 させ,本 稼働 し

た とはい うものの,ま だ まだ課題 は残 されてい る。

主な もの と今後の対応を上 げる と次 の よ うにな る。

①舗 装デ ータバ ン クに収 め る調査 デ ー タの 中 には

デ ータ不足 な もの,デ ー タの不 整備 な もの も多 く

あるので,こ れ ら入力す べ き諸 デ ータの収集 ・蓄

積を続け る ことが重要 であ る。

② 今後,実 際に運用 してい くにつれ,よ り実務担 当

者に とって使 い易 い ものに してい く必 要があ る。

従 って,常 に ニーズに対応 したプ ログラムの改良

な らび に新規 開発 を心掛 けてい く。

以上,本 県 の開発 した舗装管理 システ ムを紹介 して

きま した が,本 文が,今 後,舗 装管 理 システ ムを構

築す る際 に少 しで もお役 に立てば幸 いです。
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印鑑登録証明書 自動交付 システム

羽曳野市情報管理課

課長 戸 谷 寿 夫

1.は じめに

羽曳野 市は数多 くの文化的 な遺産 を有 し,応 神 天

皇 陵をは じめ とす る古墳群 の歴史 と緑 に囲 まれた文

化 の街 として知 られて います。

また一 方で,市 民 サ ー ビスへ の取 り組 み と して

「各公共施設へのAVコ ーナの設置」,「施 設利用 予

約端 末の設置」,「 テ レガイ ドイ ンは び きの」 な ど

様 々な情 報化 を図 って まい りま した。 その一環 とし

て,平 成6年4月1日 よ りスター トしたのが,こ の

度 「平成6年 度 情 報化 月 間 優 秀情 報 処理 システ

ム」 として受 賞 いた しま したr印 鑑登録証 明書 自動

交付 システ ム』 です。

ダ㌻蕪 複

勝無謬熱 ㌫鷲
鳥評 ・…ぎ・翻 ㌘㌶ 孫 絃 弓繁

【応神天皇陵】

2.シ ステムの 目的 と内容

当市 では,平 成3年12月 よ り住民票 自動交付 シス

テ ムを運用 して きま したが,住 民票 のみ の発行 では

市民 サー ビスの向 上 ・窓 口混雑緩和 と しての効果 が

いまひ とつ認 め られ ませんで した。住民票 を取 りに

来 る人 の多 くは印鑑登録証 明書 も必要 としていたた

め です。 そ こで,印 鑑登録証 明書の 自動交付 システ

ムをスタ ー トいた しま した。

_鷹 練噺 　 リ

ド ∵竺;琴r『

∵斡 ∴
パ 霧

【印鑑登録証明書自動交付機】

頃■■婿』 ←

追 尊 齢影

「印鑑登録証 明書 自動交 付 システ ム」 とは ,市 民

の方が 自分の 暗証 番 号 を登 録 したIDカ ー ドを使

い,職 員を介 さず,自 動交付機 か ら簡 単に印鑑登録

証明書を取 り出す こ との で き るシ ステ ムで す。 現

在,本 庁:2台,支 所:1台,羽 曳 ケ丘 コ ミュニ

テ ィセ ンタ:1台 の計4台 を 使用 し,平 日9時00

分～19時00分,土 曜 日9時00分 ～12時00分 の時間帯

に ご利用 いただけ ます。 このシステ ムに よ り,市 民

の方の 申請書記入の手間が省け証 明書発 行 までの待

ち時間の解消に よる市民サ ー ビスの向 上を図 りま し

た。 また市役所側 と しま して も,窓 口での交 付事務

の負荷軽減,手 数料 日計 の 自動化 とい う業務効率化

を実 現 してい ます。

印鑑登録証明書自動交付システムでの主要な操作

の流れは次のとお りです。

〈主要画面フロー〉

間違い

L竺囎竺」一丁 一

■ 亙 ・示
二丁一

暗証番号入力

暗証番号照会中中.[二

手数料投入指示

丁

[壁 ・1極コ
1-..

.お釣り受取⇒

巨 峰 受取指示

釣魚
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3.市 民 カー ド(は びきの シテ ィカー ド)

当市 では,市 民 カー ドと して 「は び きの シ テ ィ

カー ド」 を発行 し,住 民票 自動交付並 びに施設利用

予約 に利用 して きま した が,同 カー ドに よ り印鑑登

はび きの シテ ィカー ド一
㌧ 調査蚕ぎ
≒終 篇,▲ ▲

録証 明書交付 も利 用 で き る よ うに しま した。 これ

は,複 数枚の カー ドを持 たず に,今 後,市 役 所 の

様 々なサ ー ビスを利用 で きる とい う市民 の使 い易 さ

を第一 に考 えたためです。

織 瀧 事 項

魯とのか一時 駆 詰龍潅εむ.裂織鱒 にあっ兎撒壱縫・夜拒ちに
緒甘幽τ叉rt3い`

障このカ・ec蹟 編漬 夢箕o冑裟宇るこit「c?倉tWk.
tit.一 端 タ 雛 姉c'よ うVi欲 しζくffSv・

疏 隔 亡帝¢iivatSk必h・・su樋 しく怠8い÷

じこのぬ ドはがゆぽばたりば 　ぱ すシおこみにきロレ　 ソで
くだ　ソ騒

騒 自動交付 システ ムの利用を拡大す るためには,

現状 の印鑑登 録証をで きるだけ 早 く,「 は び きの シ

テ ィカー ド」に切 り換 える必要 があ ります。

そのため,rな ん と1分!』 を合言葉 に市民PRを

実施 し,平 成7年 度 末を一 定期限 と して カー ドの切

り換 えを行 っています。

弾樗鵬 や

制
懸鑓 ±樟 あ、tれる心曽O'te臼 ζσ」まt.

V{敬 噸

4.不 正 防止策 ・トラブ ル防止策

夢

レ

'

才
力

～

ト

60

当 システ ムを実施す るに際 して不正防止及び トラ

ブルへの対策 を どうす るか とい う課題が あ りま した。

そ こで,現 在 以下の方 法で対処 して います。

(1)防 犯カメラの設置

不正抑制及び不正後の証拠物件 として各自

動交付機にカメラを取 り付けています。カメ

ラは一連の動作を録画す るためにビデオ方式

を採用してお り,撮 影 した 日の属する年の翌

年から2年 間保存 します。

(2)カ ー ド又は証 明書 の取込 み機能

カー ド又 は証 明書 を取 り忘れ た時は,1分

後に 自動交付機 内に取込 みを行 い,ブ ザ ーに

て係員 に知 らせます。

(3)暗 証 番号

カー ドの暗証番号は住民票用 の もの とは別

に印鑑登録証 明善用 の番号 を設定 してい ます。

暗証番号 を誤入力 した際,2回 までは再入力

が可能 です。3回 続 けて誤 った場 合は,交 付

処理 がで きない 旨表 示を行 い,カ ー ドを排 出

します 。(こ の場合,自 動的 に暗証 番 号廃 止

とな り,証 明書の 自動交付が不可能 とな りま

す。)

(4) 交付履歴管理

住民か らの問い合 わせに即 時に対応 で きる

よう,交 付機 の ジャーナルに カー ドの一部を

イ メージ印刷 す ることに よ り,証 明書の交付

履歴 を管理 し,画 面への即時表示を可能 と し

てい ます。
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(5)証 明書の改ざん防止

証明書用紙には市章 の透か しが入 ってお

り,コ ピー時に複写の文字を表示する改ざん

防止用紙を使用 しています。

(6)ト ラブル探知

トラブル時には 自動 的に休 止 とな り,遠 隔

監視装置のブザ ーに よ り係員 に連絡 し,回 復

処理 を行 います。

5.利 用状況

平成6年4月1日 か らの 「印鑑登録証明書 自動交

付 システム」の実 施を皮 切 りに,そ れ まで低調 だっ

た 「住民票」 も含 めて確実 に利用が増加 しています。

今後,カ ー ドの普 及が進 むつれ,ま す ます利用が伸

び ると予想 してい ます。

印鑑証明の交付状況

■ 自動交付

■ 窓 口交付

6.お わ りに

r印鑑登録証明書 自動交付 システム』を実施 し

て,予 想以上の利用の増加に大変喜んでいます。地

方公共団体における自動交付サービスの自動化,簡

素化の第1歩 を実現できたと考えます。

このまま利用が増加すれば,機 器の増設はもちろ

ん,運 用その ものについて も今後見直 しを図 り,よ

り一層市民サー ビス向上 を 目指 した改善が必要 とな

ります。

当市では,今 後 も自動交付機 を利用 した新 しい

サ ービス,さ らには新 しい窓 口行政の あ りかたにつ

いて研究 に取 り組ん でいきた いと考えてお ります。
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気仙沼市潮位 ・津波観測 システム

気仙沼市総務課

1.は じめに

本 システ ムは,地 方 自治体 では初 めて 自主開発 し

た津波 の観測 システムです。 当初 は,平 成 元年11月

2日 未明 の小津波 を きっかけに,平 成2年4月 に超

音波 センサー と電話 回線 を利 用 して市役所 のパ ソコ

ンで安全 に潮位 の観測 を行 う 「超音波式潮位観測 シ

ステ ム」 を実験稼働 させ ま した。そ の後,平 成4年

2月,耐 久性,拡 張性,実 用性 を大幅 に向上 させた

「潮位 ・津波 観測 システム」 を稼働 させ,市 役所 に

おいて安 全に潮位異常 の監視 が可能 とな りま した.

また,平 成6年2月 に消 防本 部に も機器を設置 した

ことに より,市 役所 と消防本 部で同時に潮位観測が

可能 とな りま した。

2.シ ステム概 要

現在の本 システ ムの構成 は,セ ンサ ー部,ホ ス ト

部,モ ニター部に分け る ことがで き,そ の設 置場所

と内容は次 の ようにな っています。

セ ンサ ー部は,気 仙沼湾の湾 口と湾奥 の2か 所 の

計測点に,空 中発射式 の超音波 セ ンサーやパ ソコン

等を設置 して24時 間稼働 させ ています。 そ こで 自動

計測 した潮位 のデー タを専用 回線 を通 じてホス ト部

に常時送信 しています。

醸
ぢ
タ

隣
、

「'

野

灘
'

st

が ヂ

灘

葱
、疹

図 一1セ ンサ ー部設 置位 置 図(平 成6年2月 現在)

写真 一1

乏 ・

センサー設置状況写真

ホス ト部は,気 仙沼 ・本吉広域防 災セ ンター内の

気仙沼 ・本吉地域広域行政事務組合 消防本 部指令室

にパ ソコン等 を設置 し,セ ンサ ー部 か らの毎秒デ ー

タや それ を平均 した毎分デ ータを24時 間稼働で常時

記録 してい ます。 また,モ ニター部か らの要求に よ

り,記 録 した潮位デ ータや現在の潮位 データを送信

します。

モニター部 は,ホ ス ト部 と同 じ消防 本 部指 令室

と,気 仙沼市役所総務 部総務 課の2か 所 にパ ソコン

等 を設置 しています。津波警 戒時等 にモ ニター部を

立 ち上 げて,ホ ス ト部か ら現在の潮位デ ータを受け

取 り,デ ィス プ レイEに1秒 毎 あるいは1分 毎に リ

アル タイムに グラフや数値で潮位デ ータを表示 しま

す。
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<<気 仙沼 ・本吉広域 防災セ ンター内

気仙沼 ・本吉地域広域行政事務組合消防本部>〉

モニター部

パソコン プリンクー モデム モデム

晶 晶 ‖← 圃

ホ ス ト部

パソコン ハード

呈副

<<気 仙沼市役所総務部総務課>〉

モニ ター部

パ ソコン プ リン ター モデム

轟

員
瀞宅デム パソコン

(杉 ノ下漁港)
ヒ　

セ ンサー部

員
,・モデム パ ソコン

(市営駐車場前)
　 て

セ ンサー部

図一2潮 位 ・津波観測システム機器構成図(平 成6年2月 現在)

本システムの有効な機能等をまとめますと次のよ

うにな ります。

・海岸等から十分に離れた安全な場所で潮位異

常の監視をすることができる。

・1秒 毎又は1分 毎の潮位データのグラフと数

値によって リアルタイムに正確な潮位観測が

できる。

・湾 口と消臭の潮位変動を同時に計測 し
,市 役

所 と消防本部において同一の潮位データを同

時に観測することができる。

・津波到達時間差を利用 して,外 洋に面 した湾

口の計測地点の津波検知状況により,湾 奥の

市街地住民の早期の的確な避難態勢に結び付

けることも可能となる。

・24時間稼働で潮位のデータを常時記録 してい

るので,平 常時の満干潮や高潮時の潮位観測

も行 うことがで きます。なお,潮 位 データの

秒単位は10日 間分,分 単位 は1.5年 間分 を常

時記録保 管 している。 、

・必要な時 間帯 の潮位 データを モニター部の フ

ロッピーデ ィス クに 記録保 存 す るこ とに よ

り,過 去 の潮位変動を いつで も何度 で も再現

可能 である。 、

・潮位予報表を作 成す ることがで きる
。

本 システム稼 働後 か らは,津 波注意報 ・警報時に

は,災 害警戒本部等 が設置 され たそ の場所で ,本

部員等の 目で直に潮位異常 の監視 を行 うことがで

きま した。当然 なが ら,安 全に しか も リアル タイ

ムに グラフや数値 で正確 な潮位観測を行 うことが

で きたのです。

、

、
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図一3平 成4年7月18日17時37分 発生の三陸は

るか沖を震源とする地震による津波記録

3.お わ りに

その津波観測の実例として,平 成4年7月18日 発

生の三陸はるか沖を震源 とする地震による津波,平

成5年8月8日(日 本時間)発 生のマ リアナ諸島付

近を震源とする地震による津波,及 び平成6年4月

8日 発生の三陸はるか沖を震源 とする地震に よる津

波の リアルタイム観測に成功 し,そ の潮位データを

記録 しています。また,平 成4年9月2日(日 本時

間)発 生のニカラグア地震による津波と思われる水

位変動を日本で唯一記録していたことにつきまして

は,平 成5年8月 に和歌山市で開催 された 「国際津

波シンポジウム」においても内外の津波研究学者か

ら高い評価を得ています。 ・ 一

幸いにも,本 市においてはシステム稼働後から現

在に至るまで津波による被害は発生していないもの

の,今 後は,本 システムから得 られた情報等を総合

してより的確な警戒態勢を敷 くことが可能となるも

のと思われます。

〆
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西宮市 ワープロ ・パソコン通信システム 「情報倉庫に しのみや」

西宮市総務局行政部都市情報化担当

1.は じめ に

「情報倉庫に しのみや」は,西 宮市が主宰 し,財

団法人西宮市都市整備 公社 ・情報セ ンターが運営す

る ワープ ロ ・パ ソ コン通信 ネ ッ トワー クの愛称 です。

開局は,平 成元年(1989年)9月18日 。 自治体

ネ ヅ トと しては結構早 くか らの開始 で した。

ホス トコンピュータは当初 は市役所企 画調整部 内

の18㎡ の小 さい部屋 に設置 しま した。 モデムの発熱

のため扇 風機 のお世話 にな った もので したが,平 成

4年4月 か ら,西 宮市南部 の埋立地 に西宮浜産業交

流会館を建設 し,セ ンターを移転。パ ソコン通信に

加えて地 域のOA化 を推進す る様 々な事業を現在展

開中です。

この間,平 成5年 に は,ハ ー ド・ソフ トの機 能強

化 と会員増対応か らホス トコンピュータの リプ レイ

ス も行 いま した。

平成6年9月 末現在で全国か ら5,386人 の会員 に,

月 間1万 回の利用を され るに至 っています。

2.サ ー ビス概要

「情報倉庫に しのみや」は地域 に根 ざ した さまざ

まな情報や交流の場を提供 し,市 民 の 日常生活や地

域産業の活性化に役立つ ことを 目的 に始 ま りま した。

現在の メニュ'一は図一1の ようにな ってい ます。

ユ ニークな もの と しては ,た とえば 「お茶の間 ラ

イ ブラ リー」は,西 宮市立 中央 図書館 の蔵書22万 冊

のデ ータベ ースで,お 茶 の間に居なが らに して図書

館の本 の検索 がで きる ものです 。 「お酒 の国へ よ う

こそ」 は古 くか ら"灘 の生一本"の 中心地 と して栄

えた 「酒処西宮」か ら,全 国に 向けてお酒の情報発

信 を行 います 。地 理案 内デ ー タベ ース 「道知 る兵

衛」 は,市 の保有す る地理情 報 システ ムとNTTタ

ウンページ情報を ドッキ ングさせた施設検索 ・道案

内 システムです。 さまざまな方法で思 った施設が捜

し出せ,さ らに検索 した施設付近 の 目標物 を示 し,

そ こまでの距離 ・方 向を道案内 して くれ るす ぐれ も

ので す。「、日英 ・某 日翻 訳 シス テ ム」は コ ンビ ュー

r情 報 倉 庫 に し の み やJサ ー ビ ス メ エ ユ ー H6.9月 現在
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タ翻訳 システ ムをパ ソコン通信 に応用 した もので,

完全 自動化を図 るとともに,個 人別 に 日英 ・某 日辞

書を持 てた り,翻 訳 ジ ャンル(専 門辞書)の 指定が

で きるよ うに改良 した ものです。

この他に,市 民会館 の会議室空 き情報の検索 な ど

も開発 しました。

今回の 「優秀 情 報処 理 シ ステ ム」 の受賞 に 当た

り,こ の ように既 存 の コン ピュー タ処 理や 情 報 を

(パ ソコン)通 信 と融 合 させ た点 とそ のイ ンター

フェイスについての工夫や開発 も評価 された と聞 き

及び大変 喜んでいる ところです。

また,パ ソコン通信 の双方 向性 ・選択性に着 目し

ていち早 く取 り組 ん だの が市 政相 談(平 成2年6

月～)で す。市政 モニター制度(平 成4年4月 ～)

も24時 間広聴 ツール として市民 と行政を直接結 ぶ も

の と して共に市 民相談課 に運用,活 用 いただいてい

ます。

市民参加 ・交流の場 として 「利用者広場」 もあ り

ます。10名 の コーデ ィネ ータ(ボ ランテ ィア)の 支

援に よ り運営 され,一 番人気の掲示板群を構成 して

います。

「読売 ・地域 こだわ り情報」 は,平 成4年4月 よ

り開始 した もので,読 売 新聞大阪本社 が 「情報倉庫

に しのみや」 向け に編集 した,地 域の ニュース,生

活,文 化,時 事等 の情報 を23の ジ ャンルに分類 して

提供す る ものです。

甲子園の地方大会 の情報 も3年 目にな り,夏 の風

物詩 と して定着 してきま した。

rに しのみやな らでは」 が私た ちの合言葉 です。

3.シ ステム構成(図 一2)

パ ソコン通信 関連機 器 の構 成 は 図 一2の よ うに

な っています。
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FAX配 信用

4.会 員および利用統計

平成6年9月 末現在 で会員数5,386人 です が,住

所別の内訳は,

西宮市のみで1,598各

西宮市を含む阪神間で2,203名

兵庫県で3,048名

近畿2府4県 で4,546名

とな っています。

(30%)

(41%)

(57%)

(84%)

会員は全都道府県にまたが り,上 記以外では東京

205,神 奈川114,愛 知52,埼 玉50な どとなって いま

す。

また,性 別 ・年代別 ・職業別では男性83%,20～

40歳 代81%,サ ラ リーマ ン74%と な ってい ます。 ま
、

た,最 近一年間の アクセスは約11万 回で月別 では図

一3の ようにな ってい ます。
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「情報 倉庫 に しの みや 」 月別 ア クセ ス統 計(最 近の1年 間)

■

::1:

1::::

{'93.`O～'

93/10月U月12月94/1月2月3月4月5月6月7月8月9月

写真 一10A研 修 室

図 一3

5.情 報セ ンターの活動

情報セ ンターの事業 は広 く地域情 報化の推進に関

す ることですが,パ ソコン通信 関連 では,OA研 修

(写真一1)と してパ ソコン通信 コースを設けて い

ます。また,OAプ ラザ(写 真 一2)に 公共端末を設

置 し,随 時操作指導 も行 ってい ます 。簡 単操作の端

末 ソフ トも開発 し,市 内公共施設 に端末を配置 しま

した。

また,こ れ まで展示会等 いろいろな機会 を利用 し

デモ出展を して きま した が,昨 年 よ り,情 報 化の普

及 ・啓 発イベ ン トを情報 セ ンターで も実施 し,パ ソ

コン通 信の紹介を して います。

写真 一20Aプ ラザ

6.お わ りに

情報 セ ンターでは,新 た な行政課題 の解決 にパ ソ

コン通信 の活 用が図れ ないか今後 とも模索 してい く

ともに,画 像 情報やFAXと の連携な ど コン ピ ュー

タと通信 の新 たな分野 の開発 を微力 なが ら進 めて行

きたい と考えてい ます。

今回の受賞 を励み と して,さ らに利用者 に よろ こ

んでいただけ るシステ ムを 目指 してまい ります。
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※

該

. 罐険難端欝

た とえば の話

㈱シーエーシー

総務部広報課長 高島

情報 システムは企業 の神経 系であ る,と は よく言

われ るた とえです。情 報 システ ムは企業 間競争 の武

器 とい う言い方 も,耳 に します。 システ ムを開発 ・

構 築す る仕事 も しば しば比喩 的に語 られ ます.そ れ

だけ この世界 が分 か りに くく,説 明 しに くいのか も

しれ ませ ん。 この場を借 りて,情 報 システ ムの構築

・運 用 とい う仕事を何か にた とえる ことについて考

えてみたい と思い ます。

1.情 報システムは建物である

情報 システ ム構 築に関 して最 もよ く用 い られ る比

喩は,建 築物で しょう。確 かに計 画,設 計,イ ンプ

リメン トとい う工程 は共通 す るものが あ り,多 くの

場合,請 負で受発注 され る点 も似 ています.シ ステ

ム ・イ ンテ グ レーシ ョンが注 目され始 めてか らは,

イ ンチ グ レータは往 々に してゼネ コンと比較 され ま

す。

このた とえは誰 もが納得 で きるものです が,強 い

て言えば,2つ ほ ど問題が考 え られ ます。1つ は,

システ ムが生 き ものだ とい うニ ュア ンスが感 じられ

ない こと。入れ物 に過 ぎない建物 と違 って,情 報 シ

ステムは企業 の ビジネ スと共に動 くものですか ら,

運用 ・管 理を通 じて生か して いかね ばな りません。

また メンテナンスに よって改 善 ・拡 張を し,成 長 さ

せてい くもので もあ ります。 ビルで もメ ンテナ ンス

は必要ですが,こ れは劣化 を防 ぐのが主 で,情 報 シ

ステムの場合 とは性格が異 な ります。

もう1つ,建 築物 に よるた とえの問題 と して,ダ

ウンサイ ジング,オ ープン化な ど,近 年 の情報 シス

テムの変化にそ ぐわない こ とが あ ります。建 造物,

ゼネ コンな どか らは重厚長大 なイ メー ジを抱 きがち

で,ク ライア ン ト/サ ーバ ーに よる柔 軟 な シス テ

ム,エ ン ドユ ーザ ーも巻 き込んだ ラ ピッ ド開発 な ど

の概 念は説明 しに くいものが あ ります。

2.情 報システムは水道設備である

企業 を社会 に,情 報 システムを道路,鉄 道,上 下

水道な ど社会資本になぞ らえる場合 もある よ うです.

都市計画に基づ いて設計 ・構築 され る点で,建 築物

と通 じる ものがあ ります。 順次,追 加 ・補修 され,

拡大 してい くわけですか ら,拡 張性につ いて も説 明

しやすい。た だ難 を 言 えば,話 が大 き くな りが ち

で,か えって分か りに く くな る嫌 いはあ ります。

社会資本 にた とえ る一例 で私が気 に入 って いるの

は,水 道設備 です。デ ータを水 とみな し,浄 水場,

水道管,各 家庭の蛇 口な どを情報 システ ムと考 える

わけです。水道網を きちん と設計 し,浄 水 ・貯水設

備(デ ータベ ース)で きれ い な水(標 準 化 され た

デー タ)を 作 らねぽ,汚 水や断水が頻発す る ことに

な る,と い うのが この比喩を考 えた人 の論点 です。

3.情 報システムは乗 り物である

ダ ウンサイ ジングに よる変 化を説明す るとい う意

味では,乗 り物 に よるた とえも見受け られ ます.つ

ま り,大 型機 に よるホ ス ト ・シ ステ ムは鉄 道 で あ

り,決 め られ た レールの上を,決 め られた時刻通 り

に しか動かず,エ ン ドユ ーザ ーはそれに合わせ ざる

を得 なか った。一方,ダ ウンサイ ジ ングに よってエ

ン ドユ ーザ ーがパ ソコン等 を使 い こなす のは,自 動

車を手に入れた とい うことに等 しい。 自分の好 きな
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時 に好 きな ところへいけ る(必 要な データを必要な

時 に入手 し必要な処理 をで きる)。 な るほ ど と思 い

ます し,EUC(エ ン ドユ ーザ ー ・コンピューテ ィン

グ)を 説 明す るには適切で しょう。 しか し,EUCで

す べてシステムを構築 ・運用 できるわけではな く,

道路 とか ガ ソ リンスタ ン ドは何に当た るか,運 転免

許は いらな いのか,と 余計な ことを考えだす と収拾

がつかな くな ります。

4.た とえばCACは

た とえ話は他に もい ろい ろあ りますが,上 述 の3

つ の比喩に即 して ,当 社 の ことも説明 してみ ましょ

う。

建 て ものを造る例 で言 えば,当 社 はシステム ・イ

ンチ グ レータ として,ゼ ネ コンを務め るとい うこと

になるで しょう。建築の世界では設計 と施工が別の

場合 もあ りますが,当 社 は もちろん システ ム設計 も

担 当 します し,ソ フ トウ ェア開発,イ ン プ リメ ン

テーシ ョンまで責任 を持 って実施 しています。 さら

には,シ ステ ムの運用 ・管理 ・保守 までお引 き受け

してい ます か ら,や は りゼネ コンとい う概念 とはや

や違 うようです。 ビルが竣工すれば終 わ りとい う建

築 の世界 と違 って,シ ステ ム ・オペ レーシ ョンを通

じて,情 報 システ ムの活用 までサポー トす るのが 当

社の仕事です。

マルチベ ンダー ,オ ープン化の流れの中,様 々な

要素 を組 み合わせ てシステムをつ くる とい う面 が大

きくな り,そ の点 ではゼネ コン的な統合 の場面 は増

えています。

情報 シス テムを社会資本 の ような もの ととらえれ

ば,都 市計画づ くり,す なわ ち コンサルテ ィングか

らお手伝 いす るのが当社 のサー ビスです。 その中に

は,き れ いな水 を飲み たい人に飲みたい時 に供給す

るための基盤づ く り,デ ータ資源管理 の分野 も含 ま

れ ているのが特色 と言 えるで し ょう。

自動車のた とえで言 うと,令 す ぐに鉄道を廃 止 し

て 自動車だけにで きるとは思 えませ ん。鉄道が必要

な部分には鉄 道 を残 しつ つ,自 動車 の 良 さを生 か

し,目 的 に応 じて手段 を使 い分け ることが必要 です。

それ を考 え,実 現す るのが我 々の役 目だ と思 います。

また,道 路 を整備 し,事 故が起 きない ようなル ール

もつ くらなければな りません。 自動車 の運転者への

教育やサ ポー トも重要 です。 そ ういった ことも ,当

社 のデス ク トップ ・サー ビスでは ご提供 しています。

た とえばの話 だ らけ で,わ けを分か らな くしたか

もしれ ませ ん。実際に 当社が何を し何 がで きるのか

は,ま た具体的に ご紹 介で きる機会 があれば と考え

る次第です。

ぷ
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JIPDECだ より

落 懸 聯 開発 研 究 室 懸 轍 灘

ビジュアル イ ン タフ ェース研 究 の一 環 と して,

ユ ーザモデル国際会議(UM'94)と ヒューマ ンコン

ピュータイ ンタラ クシ ョン国際会議(HCI'94)に 調

査員(当 協会 向山 主任 研究 員)を 派 遣 しま した の

で,今 回はその内容を報告 します.

UM'94は,ボ ス トンか ら南東 方向 にバ ス で2時

間ほ どい った ケープ ゴ ッド(CapeGod)半 島内のハ

イヤニス(Hyannis)で,8月15日 か ら19日 の会期 で

開催 され ました。

今年 の天候は不順だそ うで,毎 日曇 ってお り時折

強い雨が あ りま した。会議 の参加 者 は115名 で,米

国 とそれ 以外 の国(大 半 は ヨー ロッパですが)で 約

半数つつ を占めてい ま した。 日本か らは,4名 参加

してい ま した。

会議では,チ ュー トリアル(2件),招 待講演(3

件),論 文発 表(29件)と ポスター発表(12件)が あ

りま した。 ユ ーザ モデ ル の 目標 は,個 人個 人 の経

験,知 識 や状況の違いに応 じた システ ム(即 ちユ ー

ザに適合 しな が ら稼働 す る シス テ ム)の 開発 で あ

り,UMを 用 いた タス クの支援(具 体的に は店頭 の

レジスタにおけ るマル チ メデ ィア を用 い たサ ポ ー

ト),ACT理 論を用いたチ ュータ リングシステ ム・

UMを もったハイパーテキス トシステ ム(UMを 用

いて病院 のデータ検索 を制御 す る もの),ス チ ュー

デ ン トモデル とシ ミュ レータとチ ュータ リングを組

み合わせた心臓 病のチ ュータ リングシステム,ソ フ

トウ ェアメンテナ ンスアシスタ ン ト,ニ ュースの選

択 システムな どさまざまな ものが発表 され ました。

UMの 研究は,ユ ーザ(人 間)の 思考,知 識な どの

研究 であ り,AIと 非常に関係が深 い印象 を受け ま し

た。 事実,招 待講演者で ある コンスタ ンツ大学 の コ

ブサ教授は,エ キスパ ー トシステ ムに シ ェル シスァ

ムが有 る ようにUMに もア プ リケ ー シ ョンに独 立

なUMシ ェルが必 要で あ る ことを強 調 してい ま し

た。

HCI'94は,英 コンピュー タ学会HCIグ ループの主

催で,ス コッ トラン ドのグ ラス ゴウ大学 で開催 され

ま した。会期 は,23日 か ら26日 で210名 の参 加 が あ

りました。 グラス ゴウの天気は変 わ りやす く1日 に

10回 ぐらい雨が降 った り止 んだ りしてい ま した。現

地 の参加者 の話 に よる とグラス ゴウの天気 は予測 不

可能(unpredicable)と の ことです。 さて内容 です

が,チ ュー トリアル(16件),招 待 講演(3件),論

文発表(28件),パ ネル討論,ポ スター発表,デ モか

らな って いま した。 内容 は幅広 く,Xウ イ ン ドウを

用 いた画面共有 システ ム,共 有エデ ィタ,ド キ ュメ

ン トにホル ダの概念 を もちいた もの,発 見的評価方

法の発展形,ビ ジュアル プログラ ミング,HF(ヒ ュ

マンフ ァクタ)とSE(ソ フ トウェアエ ンジニア リン

グ)の 連 係,ア イ トラ ッキ ン グ シ ス テ ム,コ ン

ピュー タ支援 評価 法 を用 いた 教 育,ユ ーザ イ ンタ

フェースの品質モデル,メ タフ ァの選択方法,エ ー

ジ ェン トを用いた イ ンタフ ェースな どがあ りま した.

パ ネル討論 には,CSCWな どが あ りま した.

検索 コマ ン ドな どを用 いないデ ータへの直接 アク

セスの研究 で有名な メ リーラン ド大学教授でHCI研

究所長の シュナイ ダーマ ソ氏は,招 待講演 で直接 ア

クセスの重要性を ビデオデモを交 えて説 明す る とと

もに,新 しい研究 テ ーマであ るロール(役 割)モ デ

ルを用いたPRM(PersonalRoleManager)の 概要を

初めて公表 され ま した。

レセ プシ ョンやバ ンケ ッ トは,参 加者 との情報交

換 な どに非常 に役立 つ ものです が,今 回は旧市庁舎

と美術博物館 で行 われ歴 史的な建造物や美術品 も楽

しむ ことがで きま した。

紙面 の都合 で詳 しい内容 の報告 はで きませんで し

たが,い ずれ 改めて具体的 内容 の報告 をいた したい

と考えています。

麟 鞍 轟 調 査 部 麟 懸 鞍

1.情 報化総合指標(13)調 査研 究

1986年 よ り,わ が国の情 報化の進展状況や今後 の

動 向を数値で とらえる試みを実施 してお ります.
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この事業 では従来,主 指標 と して メイ ンフ レーム

・コンピュータを中心 と した産業な らびに地域 の情

報化をハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェア,通 信能力 の3

分野か ら示 して きました。 また,副 指標 としてい く

つかの領域の情 報化指標 も作成 しま した。 しか し,

近年 におけ るダ ウンサ イジ ングや放送/通 信 の融合

な どに よる情報化 の流れ の構造的な変化は,従 来の

13に よる実態把握 を困難 にさせ ています。

そ こで,今 年度の調査研究では 「情報化総 合指標

調査研究委員会」(委 員長:廣 松 毅東 京 大学 先端

科学技術研究セ ンター教授)を 設置 して指標作成 の

大幅な改善/拡 大を図 っています。現在 は情報化 の

あ らゆ る分野に つ いて,一 時的 で リアル タイ ムな

デ ータの収集 ・分析に最 も重点を置 いてお り,今 後

新 たな コンセプ トに基づ く指標化を 目指す予定です。

また,収 集 した各デ ータにつ きま して もご要望に応

じて提供 できる形に整備 してい くことを 目標 に して

い ます。

2.情 報化白書1995年 版の編集 ・発行

現在,「 情報化白書1995年 版」の編集 ・企画作業

を進めています。情報化白書編集委員会(委 員長:

石井 威望慶応義塾大学環境情報学部教授)及 び専

門委員会(主 査:廣 松 毅東京大学先端科学技術研

究センター教授)を 立 ち上げて,95年 度版 の総論

テーマや各論案について検討を行 っています。

発行は,来 年5月 を目指 しています。

3.コ ンピュータ ・トップセ ミナーの開催

平成6年 度第1回 の トップセ ミナーを,闇 日本電

子工業振興協会 との共催で8月31日 ～9月2日 の3

日間にわた って開催 しま した。

セ ミナーには19省 庁 か ら19名 の幹 部職 員 が参 加

し,パ ソコン実習をは じめ,情 報化 に関す る講義 ・

講演,情 報 システ ムの応用事例見学な どの カ リキ ュ

ラムを2泊3日 で受講 しま した。

4.講 演 ・セ ミナーの開催

情報化月 間特別行事 と して,「 国際 マル チ メデ ィ

アフ ォーラム」を下記の とお り開催 しま した。 当 日

は多数 の参加者に お集 ま りいただ き,会 場は熱気に

包 まれ ま した。

・日 時:平 成6年10月24日(月)

フォー ラム10:00～17:00

パーテ ィ17:10～18:30

・場 所:東 京全 日空ホテル 鳳 の間

・フ ロクフム

① 基調講演

「米国におけ るマル チメデ ィア戦略 とスマー ト

バ レー構想」

ジ ョン ・A・ ヤ ング(ス マー トバ レー公社

会長)

②現地報告

「シ リコンバ レーにおけるマル チメデ ィア社

会に 向けた先端 的取組 み」

加藤 敏春(在 サ ン ・フランシス コ総領事

館 領事)

③基調講演

「地域情報 ネ ッ トワークとマルチ メデ ィア」

平松 守彦(大 分県 知事)

④パネルデ ィス カ ッシ ョン

「マルチ メデ ィアの 目指す もの」

コーデ ィネーター

相磯 秀夫(慶 応義塾大学 教授)

パネ リス ト

金子 尚志(日 本電 気㈱ 社長)

公文 俊平(国 際大学 教授)

西 和彦(㈱ アスキー 社長)

林 紘一郎(NTTア メ リカ㈱

社長)

なお,詳 細については本誌次号でご紹介します。

5.「 システム監査の理論と実践」の発行

システム監査学会の編集により 〔システム監査の

理論と実践」を発行 しました。

内容は以下のとお りです。'

第1部 総論

第1章 システム監査の意味、と目的

第2章 システム監査 と内部監査 ・外部監査

第3章 システム監査人の特定 と条件

第4章 システム監査基準の意義 と特徴

第2部 各論

第1章 情報システムの変化とシステム監査

第2章 情報システムのインテグリテaと システ

ム監査

第3章 情報システムの効率性 ・有効性とシステ

ム監査
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第4章 情報 セキ ュリテ ィとシステ ム監査

第5章 情報 システムの リス クマネ ジメン トとシ

ステ ム監査

第6章 システム監査 の報告

第3部 応 用事例

応用事例1ネ ットワー クシステムの監査

応用事例2戦 略的情 報 システ ムにおけ るシステ

ム監査

応用事例3戦 略 流通 ネ ヅ トワー クにおけ るシス

テム監査

応用事例4効 率性 ・有用性 を重視 した システ ム

監査

価格は一般2,500円,会 員2,000円(税 込,送 料

別)で す。ご入用 の方 は,下 記 までFAXに てお申 し

込み下 さい。

調査部普及振興課

FAXO3-3432-9389

● ● 情報セキュリティ対策室 ● ●

情報セキュリティ対策室では,セ キュリテ ィ対策

に関する調査研究,シ ステム監査の普及啓蒙を中心

に活動を行 っています。

セキュリティ対策に関する活動では,最 近注 目を

集あつつある情報システムの開発,運 用 ・管理等に

ついて外部の企業を利用する形態に関 して,セ キュ

リティ上の観点から調査研究活動を進めています。

更に,セ キュリティ対策に関係のあるシステム監査

の普及状況についても,監 査部門,被 監査部門(情

報 システム部門)を 対象として,ア ンケー ト等によ

り調査を実施して実態を取 りまとめています。

システム監査の普及啓蒙活動については,通 産省

が平成3年 度から実施 している 「システム監査企業

台帳」の取 りまとめを行い,、広報用資料を作成 して

関係者に配付 し,普 及啓蒙に努めています。本年度

同台帳に登録された企業は,58社 で,次 のような特

色があります。

①昨年度の登録企業47社 から,本 年度は58社へ と

急増 している。

②新規企業が16社 あ り,そ の うち過去に1度 も申

告 していない企業は13社 である。

③関東地区では,昨 年の37社 から,本 年度43社へ

と増えている。

④ 初年度 よ り継続 して登録 してい る企業は,26社

とな ってい る。

なお,同 台帳 は,全 国 の商工会議所,都 道府県立

図書館,通 商産業 局の機械情報産業課,肋 日本情報

処理開発協会,㈱ 日本 システ ムハ ウス協会,㈱ 情報

サ ービス産業協会,㈱ 日本情報 システ ムユーザ協会

に直接行 って閲覧す ることができます。

また,地 区別 の登録 申請は次の とお りです。

地 区

1

登録件数

関東通商産業局管内 43

東京都

千葉県

神奈川県

新潟県

山梨県

34(9)

2(1)

5(1)

1

1

中部通商産業局管内 3

1蜘 県
3(1)

近畿通商産業局管内 8

京都府

大阪府

1

7(2)

四国通商産業局管内 1

1難 県
1(1)

九州通商産業局管内 3

福岡県

熊本県

2(1)

1

計 58(16)

注:()内 は,新 規申告分(内 数)

〔講演会〕

システ ム監査学会では,第7回 公開 シンポジウム

を情報化月間行事 と して開催 しま した。

今年 の統一論題 は,「 情報技術 の新 しい波 とシ ス

テ ム監査 の対応」で した。

・日 時:平 成6年10月14日(金)

10:00～17:00

・会 場:機 械振興会館 ホール

(東京都港区)

・テーマ ・講師

①ダウンサイジングとシステム監査

古郡 延子(㈱ アイネス)

②EUCと システム監査

伊藤 茂(富 士通㈱)
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③ アウ トソーシング契約 におけ るシステム監査の対

応

川野 佳範(監 査法人 トーマツ)

④ マル チメデ ィアのセ キュ リテ ィ

原 田 要之助(日 本電信電 話㈱)

発表終 了後,各 発 表者 に よるパ ネル デ ィス カ ッ

シ ョンが行われ ま した。

システ ム監査学会で は ,5月 に学会会員を対象 と

した研究大会を,10月 に一般の方 もご参加いただけ

る公開 シ ンポジウムを開催 してい ます。

● ●Al・ ファジィ振興センター● ●

〔講演会〕

「ファジィ技術の最新動向と応用事例」 を開催

最近のファジィ技術の動向や応用の事例を紹介し

た講演会を下記のとお り開催 しました。

の連携を図 りつつ,各 種の課題に取 り組んでいます。

現在の活動状況を以下にご紹介 します。

1.ビ ジネスプ ロ トコルに関 する検討

(1)業 際EDIパ イ ロッ トモデルの調査 ・研究 ・開発

本 事業は,業 際EDIの 具体的なモデルお よび

システ ムの構築,デ ータ交換実験 とその評価 を

行 って今後 の業 際EDIの 構 築 に資 す る もので

す。本年度 も,昨 年度に引 き続 き,通 産省か ら

受託 し,本 事業を実施す る予定 です。

(2)中 小企業物流EDIパ イ ロッ トモデルの調査研

究開発

本 事業は,前 述(1)を補完す るものです。(1)が

主 として大手企業 向けで あるのに対 し,本 事業

ではパ ー ソナル コンピュータで,(1)と 同一 の業

際EDI機 能 を実現 しようとす る ものです。本年

度 も,昨 年度に引 き続 き,通 産省か ら受託 し,

本事業を実施す る予定 です。

・日 時:平 成6年9月20日(火)

13:00～17:00

・会 場:TISグ リー ンフ ォーラム

(東京都港区)

・テーマ ・講師

①海外 におけ るフ ァジィ技術応用 の現状

一最近の国際会議に出席 して一

廣 田 薫(法 政大学)

②医療分野におけ るフ ァジ ィ技術応用の現状

有 田 清三 郎(関 西医科大学)

③ 自動車制御へ のフ ァジ ィ技術の応用

高 橋 宏(日 産 自動車㈱)

④ フ ァジ ィ技術 を応用 した腕 時計 デザ イン

渡 辺 誠(セ イ コー電子工業㈱)

なお参加者はソフ トウェア企業,製 造業の情報

処理,な い し研究開発部門の方々が多 く,今 後,

知識処理,ビ ジネス分野への応用,非 制御分野へ

の適用事例等を取 り上げて欲 しいとの希望が寄せ

られました。

● ● 産業情報化推進センター ●●

産業情報化推進センターでは,産 業界における情

報化の健全な発展と普及啓蒙を図るため,各 業界と
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2.ユ ーザシステムの高度化 に関す る検 討

(1)F手 順製 品の普及 ・促進

平成5年 度に当協会が制定 したEDI通 信規格

(ISDNに よる企業間 コンピュータ接続 に よる

受発注デ ータの通信規格)に もとつ く通信 ソフ

ト(F手 順)製 品が,今 年度 も順調に各 メーカ

か ら出荷 され,現 在,パ ソコ ンを 中心 に十数

セ ッ トが一般企業を中心に利用 されてい ます。

現在,F手 順製品間の 「相 互運用性」 を確実 な

もの とす るため,そ の プロ トコルスイー ト(試

験方法及び項 目)を 制定 中です。

(2)OSI/ISDNの 普及 ・促進

OSI/ISDNの 普及 ・促 進 を 目的 とす るセ ミ
ウ

ナ ーを7月 に開催 し,今 後 のOSIの 課題 である

「OSIと イ ンターネ ッ トとの共存 ・融合」につ

いて,米 国の最新動 向な どを紹介 しました。 ま

た,OSLMHS(MessageHandlingSystem)を

ベ ース とす る国際 的 なEDI通 信 規 格(通 称 ,

Pedi)の 一般 向け解説書 を作成す るため ,編 集

委員会 を運営 しています。

(3)イ ンターネ ッ トの商用利用に関する研究

昨年度 の米 国におけ るイ ンターネ ヅ トの商用

利用に関す る調査結果を踏 まえ,今 年度は,国

内におけ る商用利 用(特 に,EDI/EC)に っ い

て具体的に検討するため,各 業界の代表者及 び



有識者 か らなる 「インターネ ヅ ト商用利 用研究

会」を設置 し,検 討 を行 っています。今年度末

に,検 討結果を報告書 として まとめる予定 です。

3産 業界のシステム化調査および構築支援

(1)情 報化動向調査および構築支援

医療機器 ・材料業界を選定 して業界VAN構

築上の問題点を中立的な立場から取 り上げ,当

該業界のシステム構築を支援 しているところで

す。

(2)情 報ネットワークサービス事業実態調査

産業界のネ ットワーク構築の重要なキーとな

る情報ネ ヅトワークサービス事業者のサービス

機能等の実態を把握するためのアンケー ト調査

を実施するための事前準備を進めているところ

です。

4.産 業界のシステム化制度問題調査研究

(1)EDIの 法的問題に関する調査研究

EDIが 産業活動の基盤として進展してい くた

めには,EDI契 約の法的有効性を確保する必要

があ ります。そこでEDIの 法律問題について国

際的な動向を把握 しつつ,国 内のEDIに 関する

モデル契約作成のための検討及びEDI契 約の比

較検討を行っているところです。

5.EDIの 普及促進

当センターで事務局を担当 してお ります 「EDI推

進協議会」は,普 及 ・啓蒙活動の一環 として,9月

9日 に札幌にての普及研修会を開催 しました。 これ

はEDI推 進協議会と北海道通商産業局,産 業情報化

推進センターが共催 したもので,内 容は次のとおり

でした。

・EDI概 論

・電子機器業界におけるEDIの 導入状況

・通商産業省におけるEDI関 連施策

・EDIに 関わる融資制度

第6回 目となる今回の研修会 も多 くの参加者を得

ることができました。

6普 及 ・広報

① 産業情報化シンポジウムの開催

わが国産業界の情報化を積極的かつ円滑に推

進するために,業 界団体及び企業の経営者 ・実

務家を対象に して,各 種研究成果及び先進的業

界事例の紹介等をテーマとする産業情報化シン

ポジウムを平成6年11月21日 に開催 します。

② 広報誌 「産業と情報」の発行

わが国産業界の情報化動向を広 く各方面に周

知するため,「産業 と情報」を発行し,会 員等へ

配付 しています(第29号 ・平成6年8月31日 発

行)。

● 情報処理技術者試験センター ●

新たな試験制度による情報処理技術者試験

ダウンサイジング,オ ープン化,分 散環境,マ ル

チメディア等の新たな技術革新が急速に進んでいる

中で情報サービス産業が多面的かつ高度の役割を果

たすにあたっては,こ れまでのシステムエンジニア

といった単一の人材にその役割を求めるのは困難で

あ り,専 門分野に特化 した豊富な経験 と高度な専門

知識 ・技術を備えた技術者の育成が必要 とな り,ま

た,エ ン ドユーザにおいても情報システムへの接近

のメリットを最大限享受す るため,エ ン ドユーザコ

ンピューティングをリー ドする人材が必要となって

います。

こうした流れの中で,今 後の情報処理技術者試験

のあり方について総合的情報化人材育成の一環 とし

て通商産業大臣の諮問機関である産業構造審議会情

報化人材対策小委員会の答申(平 成5年5月)が な

され,そ れを受けて具体的な内容の検討を行い,平

成6年1月10日 に情報処理技術者試験規則(通 商産

業省令)の 改正が行われ,平 成6年 度秋期試験(試

験 日:10月16日)か ら実施することとな りました。
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い 新試験制度の枠組み

試 験 区 分 実施時期 年齢制限

当該年度

業務経歴

書 提出

一部免除

システ ムアナ リス ト試験 秋期

4月1日

現在27歳

以上

必要 一

システム監査技術者試験 秋期 必要 一

プ ロ ジ ェ ク トマ ネ ー ジ ァ試 験 春期 必要 一

ア プ リケ ー シ ョ ン エ ン ジ ニ ア 試 験 秋期 4月1日

現在25歳

以上

必要 一

システム運用管理エ ンジニア試験 春期 必要 一

プ ロダ クシ ョンエ ンジニア試験 春期 一 一 一

ネ ッ ト ワ ー ク ス ペ シ ャ リス ト試 験 秋期 一 一 『

デ ー タ ベ ー ス ス ペ シ ャ リス ト試 験 春期 一 『 一

第一種情報処理技術者試験

春期 一 一
多肢選択式

試験

(午前試験)

第二種情報処理技術者試験 秋 ・春期 一 一 一

シ ス テ ム ア ド ミニ ス ト レ ー タ 試 験 秋期 一 一 一

2.新 試験制度による第1回 試験への応募状況

新たな情報処理技術者試験制度 よる第1回 試験の

応募 を去る8月5日 に締切 ったが,そ の状況は次 の

とお りとなってい る。

(1)試験区分別応募者数等

アナリスト 監 査 アプリケーション ネ ヅ トワー ク 二 種 アドミニストレータ 合 計

応募者数

(人)

8,156

一

7,464

11,900

31,674

31,685

35,902

45,483

132,199

211,473

40,316

一

255,711

300,541

平均年齢

(才)

37.3

一

37.5

37.1

31.3

31.5

27.8

27.2

23.3

22.5

24.1

一

25.9

24.7

下段数字 は前年 同期応募者数 で,旧 制度 の監査 は新制度の監査 ,特 種 は アプ リケーシ ョン,オ ンライ ンは

ネ ッ トワーク,二 種 は二種 と して対比 している。
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(2)試験 区分別応募者数の前年同期 との比較

試験 区分別応募者数 は上表の とお りであ り,前

年同期応 募者数 と比較す る とアプ リケーシ ョン

はほぼ同数 とな っているが,監 査は アナ リス ト

へ の移行 もあって約4.5千 人,ネ ッ トワー クは

約9.5千 人,二 種は ア ドミニス トレー タへ の移

行 と情報関連 の学生減か ら約79.0千 人 とそれぞ

れ減 少 してい る。

このため,ア ナ リス ト,ア ドミニス トレータ

の新試験区分が追加 された ものの情報 関連企業

の不況 を反映 し,全 体では約45.0千 人,15%の

減少 とな っている。

(3)応募者の勤務先別状況

ア ナ リス ト

監

アプリケーション

ネ ッ ト ワ ー ク

:情 報関連企業の うち,ソ フ トウェ

ア企業 が3,234人 と全体の約40%,

電算機製 ・販売企業 が1,418人,

情報処 理サー ビス企 業等 が1,456

人 とそれぞれ約17%,ま た一般企

業は1,726人 で21%と な っている。

査:情 報関連企業 の うち,ソ フ トウェ

ア企業 は2,882人 と前年 同期 に比

べ約1.5千 人,情 報 処 理 サ ー ビス

企業等は1,465人 と約1.2千 人 とそ

れ ぞれ減少 して いる。

:情 報 関連企業 の うち,ソ フ トウ ェ

ア企業は17,735人 と前年 同期 に比

べ約2,0千 人 と増 加 してい る が,

その他 の情報処理 サー ビス企業,

一般企業等 が減 少 してい るので相

殺 され,ほ ぼ同数 とな ってい る。

:情 報関連企業 の うち,ソ フ トウ ェ

ア企業 は16,683人 と前年 同期に比

べ約2.5千 人,情 報処 理 サv・一ビス

企業等 は6,137人 と約2.2千 人 とそ

れぞれ減少 しているほか,他 の業

種 も全般的に減少 している。 と く

に,学 生は2,954人 と前年 同期 に

比べ約3.1千 人 と減少 しているが,

その うち専修学校の学 生 は2,067

人 と約2.5千 人 の 大 幅 な 減 少 と

な ってい る。

種:情 報関連企業の うち,・電算機製 造

・販売企業は6,268人 と前 年 同期

∫

に比べ約2.5千 人,ソ フ トウ ェア

企業は33,676人 と約20.0千 人,情

報処理サー ビス企業等 は18,493人

と約10.5千 人 とそれぞれ減少 して

いる。

とくに,学 生は51,255人 と前年

同期に比べ約35.0千 人減少 し,そ

の うち,専 修学校 の学生 は26,248

人 と約30.0千 人 の大幅 な減 少 と

な っている。

アドミニストレータ:学 生が20,647人 と全体の約51%を

占め,そ の うち専修学校 の学生は

16,152人 とな ってい る。 また,社

会 人では一般企業等 が6,002人 と

全体 の約15%,ソ フ トウ ェア企業

が4,677人 と約12%,情 報 処 理

サー ビス企業が3,439人 と約9%,

電算機製造 ・販売企業 が2,063人

と約5%と なってい る。

●● 中央情報教育研究所 ● ●

中央情報教育研究所にお きま しては,昨 年12月 に

産構審 の提言 に基づ く標 準 カ リキ ュラムの作 成 ・公

表を行 い ましたが,現 在は これ に引き続 き,本 カ リ

キ ュラムに準拠 した モデルテキス トの作成 を進めて

います。

作成 は,3期 に分 けて進 めてお り,こ の うち第一一

期分(注)に つ きましては既 に作成を完了 し,現 在

では,本 テキス トの普及活 動に併 せて第二期分の作

成を進めています。

⇒ ⑲o－

(注)

・第一期①第二種共通 テキス ト(14分 冊)

② システ ムア ドミニス トレータテキス ト

③ アプ リケーシ ョンエ ンジニアテキス ト

④ システムアナ リス トテキス ト

⑤ システ ム監査技術者テキス ト(上)・

(下)

⑥ ネ ッ トワークスペ シャ リス トテキス ト

・第二期①第一種共通 テキス ト(18分 冊)

② プロジェク トマネージ ャテキス ト

③ システ ム運 用管理 エ ンジニアテキス ト
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④ デ ー タ ベ ー ス ス ペ シ ャ リス トテ キ ス ト

⑤ プ ロ ダ ク シ ョ ン エ ン ジ ニ ア テ キ ス ト

・第三期① 教育エ ンジニアテキス ト

② ソフ トウェア生産技術 スペ シャ リス ト

テキス ト

③ マイ コン応 用技術者 テキス ト

④ デベ ロ ップメ ン トエ ンジニアテ キス ト

⑤上級 システムア ドミニス トレー タテキ

ス ト

今 回は,第 二期分 の中 でも最 も需要層 が多い と思

われ る 「第一種共通テキス ト」 のあ らましにつ いて

紹介 します。

第一種共通テキス トは,第 二種共通テキス ト,高

度情報処理技術者育成テキス トの順に学習が進めら

れ ることを前提にモデルテキス トの中間に位置する

テキス トです。

すなわち,第 二種共通テキス トは,将 来高度情報

処理技術者を目指す人たちのマイルス トーン的な内

容 となってお り,高 度情報処理技術者育成テキス ト

は,第 一種共通テキス トの修得が前提に作成されて

います。また,同 時に第一種共通テキス トの学習者

は,第 二種共通テキス トの内容が修得済みであるこ

とが前提で作成 されています。

1.コ ンピュータ科学基礎編

コンピュー タ科学 の世界 では
,コ ンピューテ ィン

グプ ロセスを 「理 論」 プ ロセ スを通 して定義
,公

理,定 理等の数学 的な原 理を理解 し,そ の上 で 「抽

象化」 プロセスに よ り様 々な概念 モデル を考察 した

り,あ るいは計算 モデ ルを設 定 してい ます。 そ し

て,最 後の 「設計」 プ ロセスで抽象化 したモデル を

具体的な構成要 素 として設計 し実現 した上 で評価す

る とい った工程 を踏み ますが ,本 書 では以上の よ う

な過程を ソフ トウ ェア分野の基礎的な ものに絞 って

取 りまとめ解説 してい ます。

2.コ ン ピュー タアー キテクチ ャ編

第一種 レベルの情報処理技術者 には,コ ンピュー

タシステ ムの設計 ,開 発,運 用 の実務 の中でハー ド

ウェアを効率 よく使用す る事が要求 され てい ます
。

本書で は多様化 して いる コン ピュータについてバー

ドウェア技術 に関す る基礎知識 とコンピュータ構成

要 素のアーキテクチ ャの基本が修得 でき ,実 務作業

で応用で きる知識の修得 が出来 るよ うに取 りま とめ

解説 してい ます。

3.通 信 ネ ッ トワー ク編

通信 ネ ッ トワーク技術 は,幅 が広 く奥行 きが深 い

ので時間を掛 けて徐 々に修得す ることが望 ま しく
,

第二種 の段階か ら通信ネ ッ トワー クにつ いて勉強す

ることとな っています。

本書では第二種共通 テキス トで身につけた基本的

な知識 を基 に,情 報 シ ステ ムに おけ る通信 ネ ッ ト

ワークの利用面の基礎 の修得 を 目的に取 りまとめ解

説 してい ます。

4.基 本 ソフ トウェア編

コンピュータ利用技術 の高度化や ハー ドウ
ェア技

術 の進展 に伴 い,基 本 ソフ トウェア即 ち,(広 義 の)

OSも これ らニーズや新 しい技術 が活 用 出来 る よ う

にい ろいろな特徴 を持 った ものが提供 され
,利 用 さ

れ るよ うになってきて います。その結 果,OSは 高

度化,複 雑化,多 様化の一途 をた どっています。

本書では,狭 義のOSに つ いては,何 が出来 るか

とい う視点だけでな く,ど うい う構造で ど うい うメ

カニズムで実現 されてい るかについて も精通 で きる

よ うに取 りまとめ解 説 しています。

5.デ ータベー ス編

本書では,高 度 情報処理技術者 へのキ ャ リアパ ス

と して第一種 レベルの技術者 に必要 な能力 をDBに

関する基本概念が理解で き,DBの 作成 と運用 お よ

び利用がで きることと定 め ,そ のために必要 な具体

的な知識をDBMSの 機 能,DB言 語 ,DBの 種類,

DB設 計 の概要,DBの 作成 と運用 ,DBの 利用 と して

取 りま とめ解説 しています。'

6.ソ フ トウェア工学編

本書は,ソ フ トウェアの要求定義,設 計 ,プ ログ

ラ ミング,品 質,開 発環境 といった システム開発工

程 を ソフ トウ ェア工学 の世界か ら見通す ように構成

されてい ます。 また,ソ フ トウェアと云 うものを工

学 の対象 として見る視点 を養 うと供に ,ソ フ トウェ

ア工学 をベース としたそれぞれのシス テム開発技術

を修得で きるよ うに取 りまとめ解説 してい ます。

一31一



7.ヒ ューマンインタフ ァース編

近年 の コンピュータは,そ の利用者の広 が りか ら

計算機能の高度 化 よ り,む しろ ヒ ューマ ンイ ン タ

フ ェースの良否が コンピュータシステム全体の良否

の要 因 として評価 され るよ うにな って きています。

本 書は,こ の ような時代の ニーズに応 え得 る技術

者 を育成 す るた め,主 と して ヒ ュ ーマ ン イ ンタ

フ ェースの概念 的知識 と個 々の技術的知識の2面 を

有機的に修得 出来 る よ うに作 成 され てい ます。 ま

た,コ ンピュータシステ ムの社 会的な意義 を ヒュー

マ ンイ ンタフ ェースの将来の発展方向 と結 び付け て

理解で きるよ うに取 りま とあ解説 して います。

8.シ ステム構成技術編

情報 システムの構築に携わる情報処理技術者は各

システムの特徴を理解 し,構 築要件に適 したシステ

ム構成を選択する能力が求められています。このよ

うな求められる要件に対す るシステム構成の決定や

SI事業を実施するのは高度情報処理技術者の仕事で

す。

本書は,こ れ ら高度情報処理技術者の レベルに到

達する課程でこれ ら技術者をサポー トできる第一種

レベルの技術者が修得すべきシステム構成技術の基

礎的知識を取 りまとめ解説 しています。

9.シ ステムの運用

システム運用による影響が企業や社会にまでおよ

ぶ今 日においては,シ ステム設計や開発 と同等にシ

ステム運用が情報システムでの重要位置を占めてい

ます。

本書は,高 度情報処理技術者を 目指す第一種 レベ

ルの技術者が共通的に必要 とする運用および運用管

理技術の知識と技能について,運 用と考慮すべき基

本要素とシステム運用管理の内容について取 りまと

め解説 しています。

10.情 報セキ ュリテ ィとシステム監査

情報化社会にあって,情 報シズテムは使い易さと

供に速度 と質が重要な要素となってきています。こ

のためには,シ ステムの維持向上が重要であ り,必

要な技術としては,セ キュリティ技術に加え,現 状

のリスク判断力,セ キェリティ規程作成力.関 係要

員へのセキュリティ意識啓発力等が必要です⊆

本書は,第 一種 レベルの技術者が高度情報飾縫技

術者の指導のもとシステム開発時点での リスク分析

の実施および情報セキュリティ対策の組み込み,シ

ステム監査のたあの監査証跡の選定等を行えるよう

になるために必要な知識技術を取 りまとめ解説 して

います。

11.マ ネー ジメン トサイエンスと企業 システム編

今 日の社会 へ の コ ン ピュータ の普 及 は め ざま し

く,そ れに伴 って情 報処理 技術 者 に要 求 され る知

識,技 術,能 力は益 々高度な ものにな って きていま

す。 この よ うな状況の もと情報処理技術者に求め ら

れ る能力は,情 報処理技術 のみに偏 った ものであ っ

てはな らず,学 問領域は経済,経 営,会 計,シ ステ

ム工学,情 報科学等 と広範に及んでいます。

本書では,高 度情報処理技術者を 目指そ うとして

いる第一種 レベル の技術 者 が必 要 とす る これ らマ

ネージメ ン トサイエ ンスを企業 システムと関連づけ

て,そ こで必要 な知識技術を取 りま とめ解説 してい

ます。

12.マ イクロコンピュータ応用 システム編

マイ コン応用 システ ムはマイ コンを中心にハ ー ド

ウェアや ソフ トウ ェア等の各種構成要素 間の機能を

有機 的に関係づけて構成 されています。特 に リアル

タイ ム性 が要求 され る場合は各構成要素の性能や組

合せに よ りシステ ムその ものの性能が左右 されます。

本書で は,マ イ コンを構成す るマイク ロプ ロセ ッ

サ,メ モ リ,バ スに関す るア ーキテ クチ ャとその周

辺構成要 素のアーキテクチ ャの知識 や リアルタイム

に関す る知識,マ イ コン応用 システ ムの開発技術 に

関す る知識を修得 し,活 用 出来る ように取 りま とめ

解説 してい ます。

13.コ ミュニケー シ ョン技術編

情 報処理技術者 の大半 の活動は コ ミュニケーシ ョ

ンのための時間に費や されている。 このために必要

な各種 の コミュニケーシ ョン技法 としては,各 種調

査技法,文 書化技法,プ レゼ ンテーシ ョン技法やイ

ンタビュ技法,と い った ものが必要 とされて います。

本書では,こ れ らコ ミュニケーシ ョンに必要 な基

本的な技法を修得 で きる よ うに体系的に取 りまとめ

解説 しています。1
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14.問 題発見 ・解決技術編

情報 システムの開発,保 守,運 用に携わる技術者

は,業 務内容や問題の領域,問 題の重要性等に相違

はあるものの組織の中の責任ある当事者として各種

の問題の係わる立場に置かれています。従 って問題

発見 ・解決技法は,必 須の技術であるといえます。

本書では,問 題の発見から解決までのプロセスを

問題の発見,問 題の分析,解 決策の提案,解 決行動

の4つ のステ ップに分割 し,カ ー ド方式により問題

を解決する方法等について必要な知識技術を取 りま

とめ解説 しています。

15.応 用 システム開発技術編

第一種 レベル の技術者は,応 用 システ ム開発 技術

として ソフ トウ ェア工学に即 した手順 ,方 法,技 術

を修得 してい るだけでな く,ア プ ロケーシ ョンエン

ジニアや プロダ クシ ョンエ ンジニアか らの指導や指

示 に従 って開発現場 で共同作業がで きる能力を身に

つけ ていることが求め られています。

本書では,シ ステ ム開発 の工 程毎 に必 要 な方 法

論,技 法,成 果物等 を取 りまとめ解説 してい ます。

技術 を取 りま とめ解説 してい ます。

18.マ イ クロコンピュータ応用 システム開発 技術編

マイ コン応用 システムには ,マ イ クロコンピュー

タと外部 の情報 を入 出力す るための周辺装置が備え

られ る。特 に制 御 シス テ ムで は セ ンサ や ア クチ ュ

エータの入 出力装 置 も用 い られ ,こ れ ら周辺デバイ

スを駆動制御 し,デ ータの入 出力を行 うプログラム

は,即 時応答が求めれれ ることか ら割 り込 み処理等

を応用 した リアル タイ ム処理 として構築 され るのが

通常 です。 さらに制御 システム等では,内 部の情 報

処理 も即時処理 が要求 され,リ アル タイ ムOSの 活

用 技術 が重要 とな ります。

本書 では,第 一種 レベルの技術者 として これ ら リ

アル タイ ムシス テムを構築す るのに必要な知識技術

を取 りまとめ解説 しています。

なお,こ れ ら第一種モデルテキス トの発売時期は

10月 か ら11月 を予定 しています。 また ,価 格につい

ては分冊 になる場合 を除 き ,2,280円 を予定 して い

ます。

16.基 本 システム開発技術編

第一種 レベルの技術者 は,共 通知識や専門知識に

加え,開 発現場での共同作業 を担 う実務能力や応用

能力が必要 です。

本書 は,基 本 システ ム開発能力 の対象 とな るOS,

ユーテ ィ リテ ィ,ア センブラ等 の基本 ソフ トウェア

お よび高水準言語 フ.ロセ ッサ ,ネ ットワーク ソフ ト

ウェア,DBMS,CASE等 の ミドル ウェアを開発 す

るのに必要 な知識技術 を体系的 に取 りまとめ解説 し

ています。

17.シ ステム評価技術編

システム評価には,何 のために評価するのか(目

的指向)と い う面 と評価を行 う上でどのような手段

(技術指向)で 評価するのかとい う2つ の側面があ

ります。システム評価の範囲は時期,対 象物 ,対 象

機能等幅広 く,シ ステム評価は多 くの側面を持つ総

合評価 ともいえます。また,評 価技術は同一であっ

た り共通であっても評価作業の目的によって実施方

法,重 点,分 析方法等が異な ります。

本書では,高 度情報処理技術者の指導 ・支援のも

と前述評価作業が実施できるようになるための知識

●
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お知らせ

日 時 テ ー マ 講 師 会 場 主催団体名等

平成6年 第9回Ei独 情 報技術 フ ォー 別府湾 ロイヤル ホテル 働日本情報処理開発協会

11月8日(火)～ ラ ム (大分県速見郡)

11日(金) 基調講演 会津 泉

(肋 パ イ パ ー ネ ヅ ト

ワー ク社会研究所)

KarLUrichStein

(Siemens)

コ ン ピ ュー タ分科 会

ニ ュ ー メデ ィア 分 科会

半導体分科会

11月18日(金) 先端情報技術講演会 TISグ リー ンフ ォー ラ ム AI・ フ ァジ ィ振 興 セ ン ター

「計 画 設 計 型 エ キ ス パ ー ト (東京都港 区)

シ ステ ム と事例 ベ ー ス推 論」

事例ベ ース推論 の現状 と展 小林 重信

望 (東京工業大学)

CBR(Case-basedReasoning 田中 利一

システムの構築事例 (㈱東 芝)

11月2旧(月) 産業情報化 シンポジウム 日経 ホ ール 産業情報化推進セ ンター

基調講演 (東京都千代 田区) 日本経済新聞社

「産業の高度情報化に向け 渡辺 修

て」 (通商産業省)

「産 業 情 報 ネ ッ トワー クの 石井 威望

進 展 と イ ンパ ク ト」 (慶応義塾大学)

講演
rEDIと 産業変革」 国領 二郎

(慶応義塾大学)

講演
rCALSの 現状 と実現に 永田 浩

向けての課題」 (宇宙開発事業団)

パ ネル デ ィス カ ッシ ョン

、
、

1
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、

、
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ソ フ トウ ェ ア の エ ス ク ロ ウ制 度 に つ い て

情報処理振興事業協会

1.は じめに

米 国,イ ギ リス,フ ラ ンス等では10数 年 の実績 を

持つ ソフ トウェア ・エス クロウ制度 があ ります。エ

ス ク ロウ制度 とは ,天 災や破産 な どに よって ライセ

ンサ ーが ソフ トウェアの保守を継続 不能 とな る事態

に備 えるこ とを 目的 としてい ますが
,他 方,国 際契

約等にお いてエス クロウ契約 を結ぶ ことが一般化 し

つつあ ります。

しか しなが ら,わ が国 に は この よ うな制 度 は な

く,こ の制度に関す る業界等 か らの要望 も,現 状で

は分か ってお りません。そ こで情報処理振興事業協

会(IPA)で は,働 ソフ トウェア情報 セ ンタ ー(S-

OFTiC)の 協力を得 て ,ソ フ トウェア ・エス クロウ

制度研究会(座 長:小 川憲久弁護士)を 設置 し,米

国におけ るソフ トウェア ・エスク ロウ制度の調査を

もとに,わ が国におけ るエ スクロウ制度 のあ り方 に

つ いて調査研究 しま した。

今年度は,わ が国におけるエスク ロウ制度の事業

化 の適否や態様等に関 して,

①そ の認知度,必 要性等 を主 旨と した アンケー ト

調査や,

② ライセ ンサーの倒産等に よ りメンテナンスが受

け られ な くな った,ま た蓄 えたデ ータが使 えな

くな った等

の具体 的な事例 に関す る調査を実施 する予定 です
。

2.ソ フ トウェア ・エスク ロウ制度 とは

(1)エ スクロウ契約 とは

・取引 の一方当事者(甲)が
,第 三者 たるエスク

ロウ ・エ ージェン トに ,ソ ース コー ド等を,あ

る条件 の履行又 は事 由の発生 まで保 管 させ ,当

該 事象発生 の際,他 方当事者(乙)に 引き渡 さ

せ る とい う預託契約 の ことをい う。 このよ うな

「甲とエ ージェン ト間」 の二者契約以外 に ,乙

を加えた三者契約 で行われる場合 もある。

甲(ラ イセ ンサー)

ソフ トウェア開発者等

エス クロウ契約

(預託)
第 者

エ ス ク ロ ウ ・エ ー ジ ェ ン ト

乙(ラ イ セ ン シ ー)

ユ ー ザ ー 等

、

*APP(フ ランスの非営利 団体)に おけ る契約状況

・契約 ライセ ンサー数 ……約4
,000(個 人 を含む。)

(ソ ース コー ド預託件数は上記1ラ イセ ンサ ー当た り2～10件 程度)

・二者 間契約(甲 と第三者 間)約80%

・三者間契約(上 記に乙を加 えた もの) ……約20%

(2)ソ フ トウ ェア ・エスク ロウの 目的

・直接 的には
,天 災や破産な どに よって ライセ ン

サーが保守を継続することができな くなる事態

に備えることを目的 とする㌔ 間接的には,国 際

契約等においてエスクロウ契約を結ぶことが一

一35一



般化 しつつ あ り,こ れに対処 す るた め。(こ の

場合,わ が 国に お いて制 度 が整 って い ない 以

上,相 手 国 また は第 三 国の エ ス ク ロウ ・エ ー

ジェン トに預託せ ざるを得ない。)

3ご 参考:米 国にお けるソフ トウェア ・エスク ロ

ウの概要

(1)エ ス クロウ ・エージ ェン ト

・エス ク ロウを業 とする民 間会社や法律事務所

が行 ってい る。

(2)デ ポ ジ ッ ト・プ ロセスの概要

①預託=ラ イセ ンサ ーは,エ ージ ェン トに,

ソース ・コー ド及びサポ ー ト資料 を提 出す る。

②通知=エ ージ ェン トは,ラ イセ ンサー及 びラ

イセ ンシーに対 し,預 託物を受領 した 旨を通

知。

③確認=ラ スセ ンサ ー及 び ライセ ンシーの立ち

会いの もと,預 託 され る物 が適切か否かを確

認す る。

④ ア ップデ ー ト=ラ イセ ンサーの判断に より,

既存の預託物 を改訂版 に入れ替 えるごとがで

きる。エ ージ ェン トは,ラ イセ ンシーにその

旨通知す る。既存 の版は一定 の期間保管 され

る。一定期間を経 て,ラ イセ ンシーか ら保管

の要請がなければ,そ の版は廃棄 され る。

⑤保管方法=銀 行の貸金庫や書類保管専 門の倉

庫に保管 され る。

(3)開 示/引 渡 の条件

・契約上の保守 サポー ト義務の不履行 ,通 常状

態での事業の継続 困難,破 産手続の開始等の

事由が発生 した 場合,ラ イ セ ン シーは エ ー

ジ ェン トに対 し,そ の 旨を証明す る文書を示

して開示 を請求 で きる。

・ライセ ンサ ーか らの反論がな いか ,開 示をめ

ぐるライセ ンサー との紛争が解決 された とき

に,資 料が開示 され る。

(4)費 用負担

・保管料 ,ラ イセ ンシー登録料 とも,ラ イセン

サーが支払 う形式が多 い。

(5)契 約 の終 了,更 新

・契約期 間は ,通 常1年 で,終 期 に更新 され得

る。

(6)紛 争 処理

・州法 の分野に属す る。

(7)連 邦破産法の手 当て

①立法趣 旨

通常,知 的財産 の ライセ ンス契約では,ラ

イセ ンサーが ライセ ンシーに対 し,ラ イセン

ス対象 の知的財産 の使用 を許諾す るが,ラ イ

セ ンサーが倒産 した場合,こ の ライセ ンス契

約は未履行契約に あた るため,裁 判所 が破産

管財 人の拒絶を認めれば ライセ ンシーは当該

契約に基づ いて知的財産を使用 す ることがで

きな くなる。

この よ うな問題 に対処す るため,連 邦破産

法第365条(n)項(知 的財産破 産保 護 法)が 追

加 された。

平成5年 度 「コンピュー タ ・ソフ トウ ェアのエス

クロウ制度に関す る調査 研究」報告書 をご覧にな り

たい方 は,㈱ ソフ トウ ェア情報 セ ンターの事務局 ま

で ご連絡下 さい。

TELO3-3437-3071

FAXO3-3437-3398
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「システム監査 の理論 と実践 」 発刊!!

シ ス テ ム 監 査 学 会 編

㈱ 日本情 報処 理開 発協 会 発行

わが国でシステム監査が研究されるようになって、20年 が経過 しました。 この間の情報

システムの発展は、目を見張るものがあ り急激な変化は
、社会構造を変えるまでになって

きています。 システム監査は、情報 システムを監査するわけですか らこの変化に対応 して

いく必要があります。そのためには、システム監査人は常に新 しい情報技術への対応 と研

鑛が欠かせません。

情報技術が進歩すればするほどシステム監査の重要性は高まり
、その充実が高度情報化

社会の基盤を強化することにっながります。

このような視点か らシステム監査学会では、 システム監査のあり方を見つめ直し、この

程論集という形でとりまとめた ものです。

【内 容 】

第1部 総

第1章

第2章

第3章

第4章

論

策2部 各 論

第1章

第2章

第3章

第4章

第5章

第6章

第3部 応用事例

応用事例1

応用事例2

応用事例3

応用事例4

システム監査の意味と目的

システム監査と内部監査 ・外部監査

システム監査人の特定 と条件

システム監査基準の意義 と特徴

情報システムの変化 とシステム監査

情報システムのインテグリティとシステム監査

情報 システムの効率性 ・有効性 とシステム監査

情報セキュリティとシステム監査

情報システムの リスクマネジメントとシステム監査

システム監査の報告

ネ ットワークシステムの監査

戦略的情報システムにおけるシステム監査

戦略流通ネッ トワークにおけるシステム監査

効率性 ・有用性を重視 したシステム監査

お問合せ:

〒105東 京都港区芝公園3-5--8(機 械振興会館内)

財 団法人 日本情報処理開発協会 調 査部普及振興課

aO3-3432-9384/FAXO3-3432-9389お 申込 みはFAXで!!

価 格:

一般2
,500円 会員2,000円(消 費税込み,送 料別)

(会員とは・鰹 轡 灘 讐 套の賛助会員をいい紘)
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通商産業省監修

21世紀の情報処理技術 人にやさしい情報処理技術の実現に向けて

四次 元 コン ピ ュー タ
_リ ア ル ワー ル ドコ ン ピ ュー テ ィ ング(RWC)一

通離 業省では報 元鞭 から・年をかけて、21世紀の高度情報化社会に向けて・わが世界の国々とと

も、。取 り組んで行 くべき新しい情報腿 技術体系について調 査研究を進めてまいりました・その結果・

平成4年 度から1。年緬 の四次元・ンピ・一・(・ アルワール ド・ンピ・一テ・ング:RWC)開 発プログ

ラムが開始されました。

RWCは 、従来の,ン ピ_・ で醐 理ヵS困歎 現難 界のkftか つ多様で・しかも不完全な情報を・専

門家でなくとも限られた時間の内醐 理できる技術の実現を目指 したもので・従来のロジカ脚 ンピュー

テ、ングからリアルワール ド・ンピー テ・ングへの・・ラダイ・シフ・細 る醐 的なものです・

本廓 ぽ 礎的.革 新的技術であるRWCの 聡 および技術開発の概要をわか りやす く解説 し・併せて

このプロジェク トの基本計画書と海外における同種の代表的プロジェクトを詳解するものです。

【主な内容】

序章

RWCと ともに生 きる社会

RWCの 構想

RWCの 技術体系

リアル ワール ドコンピューテ ィング(四 次元 コンピュータ)基 本計画書

米国 ・欧州におけ るRWCの 関連 プ ロジェク ト

A5版143ペ ージ 定価1,800円(税 込)

〈お問い合わせ先〉

〒105港 区芝公園3-5-8

肋 日本情報処理開発協会

調査部普及振興課

1昔03-3432-9384

お申込み{tFAXで!!FAXO3-3432-9389

、一 襲 一
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新情報処理技術調査研究報告書

一 リアル ワール ドコン ピュー テ ィ ング の実 現 に 向 け て 一

通 商 産 業 省 編

通商産業省では,1989年 より3ヶ 年計画で21世 紀を目指した革新的な情報処理技術について調査 ・研究

を行いました。この調査 ・研究テーマは,「新情報処理技術」と呼ばれ第5世 代 コンピュータ ・プロジェク

トの次期大型ナショナルプロジェク トとして,平 成4年6月 にスター トし,国 内ばか りではなく欧米各国

で大 きな関心を呼んでいます。

本 レポー トは,通 商産業省の新情報処理技術調査研究委員会の下部機構として,情 報科学をはじめ,生

物認知科学,社 会科学など学際的な約200名 にのぼる学識者や第一線の研究者,技 術者を結集し,当 協会

に設置 した 「基礎研究」,「計算機科学」,「社会応用」の3分 科会において21世紀の情報化社会の基盤 とな

るべき新 しい情報処理技術のあ り方について,技 術シーズ ・社会ニーズの両面からの検討を取 りまとめた

ものです。

■プ レインサイエンスの現状と課題 一基礎研究分科会報告書一

本分科会では,新 情報処理技術の工学的実現を図るにあたって,総 合的な脳科学分野(神 経生理学,

心理学,認 知科学,数 理科学等)で の基礎研究としてのテーマを選択 ・体系化 し,研 究のフィージビ

リティ,予 想される成果を取 りまとめることを目的とした調査を行いました。・

■ 「柔らかな情報処理」と 「光コンピュータの実現に向けて」一計算機科学分科会報告書一

本分科会では,新 情報処理を特徴づける 「柔らかな情報処理」と 「超並列超分散処理」の2つ のキー

コンセプ トの内容を明確化 ・具体化 し,来 るべき新情報処理技術を体系的に位置づけ,さ らに今後努

力を集中すべき研究課題を明らかにすることを目的として活動 した成果をまとめています。

■21世 紀における情報ネッ トワーク社会の展望と期待 一社会応用分科会報告書一

本分科会では,21世 紀に展開することが予想される 「情報ネットワーク社会」の姿をさまざまな角

度から展望 ・考察し,新 しい情報処理技術がもたらす社会の諸相を,共 鳴型社会,学 習型知識 ネ ット

ワーク社会,創 造型社会,生 命型社会という4つ の社会イメージの形で提示 し,そ のあるべき姿を提

言 しています。

お 問合 せ ・お 申込 み

〒105東 京 都港 区芝公 園3-・5-8

財団 法人 日本 情報処 理開 発協 会 調査部 普 及振 興課

TELO3・-3432-9384/FAXO3-3432-9389お 申込み はFAXで!!

価 格`

セ ッ ト価格 一 般24,000円 会 員20,000円(税 込,送 料別)

*会 員 とは,当 協会 の賛助 会員 をい い ます。
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平成6年11月 発行

川PDECジ ャーナルNo・86
発行人 ・照山正夫/編 集人 ・日高良治
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、 ・ 財団法人 日本情 報 処理 開発協会

東京都港区芝公園3丁 目5番8号 機械振興会館内

郵便番号105電 話03(3432)9384

本誌の記事 ・図表等のすべてないy－ 部を許可な く引用および複製する号とを禁 じます。

※本誌送付宛先の変更等についでぱ当協会問査部(e3-34S2.9S84)ま でご連絡下さい。
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財団法人 日本情報処理開発協会
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